
熊本市日治雄本条例（案）について

第
１
自
治
基
本
条
例
制
定
の
必
要
性

ｌ
地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
め
ぐ
る
今
日
的
状
況

「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
（
以
下
「
地
方
分
権
一
括
法
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
三

年
七
月
一
六
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
の
平
成
一
二
年
四
月
か
ら
改
正

法
律
の
大
部
分
は
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
方
分
権
一
括
法
は
、
法
案
本
文
だ
け
で
も
、
一
、
二
二
九

頁
と
膨
大
で
あ
り
改
正
法
律
の
数
も
、
四
七
五
本
と
い
う
膨
大
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
地
方
自
治
は
、

新
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

明
文
化
（
分
権
基
本
原
則
等
）
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
創
設

等
の
大
改
正
で
あ
り
ま
す
。

資
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

料
ｌ
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
委
員
林
勝
美
案
Ｉ

実
務
の
面
か
ら
見
て
も
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
に
伴
い
、
行
政

権
限
の
拡
大
が
図
ら
れ
条
例
の
制
定
範
朋
が
確
実
に
広
が
り
、
ま
た
、

議
会
の
権
限
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
こ
と
は
参
考
資
料
等
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
条
例
制
定
の
制
約
の
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
旧
自
治

法
二
条
一
一
一
項
の
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
．
…
：
地
域
等
に

関
し
制
限
を
設
け
る
こ
と
。
」
（
Ⅲ
自
治
法
三
項
一
八
号
）
、
「
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
：
…
・
動
産
及
び
不
動
産
を
使
用
又
は
収
用

す
る
こ
と
。
」
（
旧
自
治
法
三
項
一
九
号
）
等
の
規
定
も
廃
止
さ
れ
た

こ
と
等
か
ら
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
条
例
に
よ
り
土
地
利
用
が

ら
み
の
規
制
等
に
積
極
的
な
制
定
例
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、
平
成
一
八
年
法
律
第
五
三
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
「
地

林
勝
美
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資 科

２
自
治
基
本
条
例
制
定
の
必
要
性
の
背
景

そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
平
成
一
八
年
六
月
七
日
公

布
）
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
律
性
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
措
置
、
議
会
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
の
措
置
等
が
規
定
・
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
と
自
治
体
の
関
係
は
、
上
下
主
従
の
関
係

の
象
徴
で
あ
っ
た
「
通
達
・
行
政
実
例
中
心
、
準
則
条
例
主
義
の
地

方
自
治
」
か
ら
、
「
対
等
・
協
力
関
係
」
の
新
し
い
関
係
に
転
換
し

た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
自
治
体
は
、
自
主
法
令
解
釈
に
よ
る
行
政
の

執
行
、
議
会
に
お
い
て
は
自
治
立
法
活
動
の
充
実
・
活
発
化
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
不
十
分
な
三
位
一
体
改
革
後
に
お
け
る
厳
し
い
財
源

と
定
数
削
減
の
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
行
政
と
議
会
と
市
民
が
協

働
・
協
治
で
自
治
体
の
運
営
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
熊
本
市
と
し
て
は
、
行
政
と
議
会
と
市
民
が

協
働
・
協
治
で
自
治
体
の
運
営
を
図
っ
て
行
く
た
め
の
基
本
的
な
原

則
や
ル
ー
ル
、
市
民
と
行
政
、
議
会
の
役
割
と
責
務
等
を
明
確
に
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
の
制

定
が
必
要
不
可
欠
な
状
況
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
り
ま
す
。

が
、

①
地
方
分
権
（
復
権
）
の
進
展
Ｉ
条
例
制
定
権
の
拡
大
か
ら
個
別

条
例
を
束
ね
る
基
幹
条
例
の
必
要
性
が
高

く
な
っ
た
こ
と
。

自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
自
治
体
の

運
営
（
行
政
、
議
会
、
市
民
の
３
者
の
協

働
に
よ
る
。
）
を
図
る
た
め
に
は
、
総
合
・

基
幹
的
な
条
例
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
。

②
社
会
環
境
の
変
化
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
非
営
利
法
人
の
活
動
の
活
発
化

が
進
ん
だ
こ
と
。
官
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

独
占
す
る
時
代
で
は
な
い
と
い
う
環
境
の

変
化

③
住
民
意
識
の
変
化
Ｉ
積
極
的
な
市
民
参
加
参
画
意
識
の
向
上

が
進
ん
だ
こ
と
。
行
政
の
情
報
公
開
に
よ

る
行
政
情
報
の
共
有
化
、
行
政
情
報
に
対

す
る
ア
ク
セ
ス
の
権
利
化
に
よ
っ
て
、
積

極
的
な
市
民
参
加
・
参
画
意
識
の
変
化
が

身
受
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
登
場
等
を
意
識
し
た

自
ら
の
ま
ち
は
、
地
域
の
住
民
自
ら
が
創
っ

て
い
く
と
い
う
地
域
協
働
意
識
の
変
化
が

見
受
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
。
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熊本市自治基本条例（案）について

第
２
機
関
委
任
事
務
廃
止
後
の
条
例
制
定
権
の
拡
大

１
機
関
委
任
事
務
廃
止
後
は
、
機
関
委
任
事
務
が
、
自
治
事
務
と
法

定
受
託
事
務
に
分
類
さ
れ
、
法
定
受
託
事
務
も
含
め
て
自
治
体
の
事

務
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
条
例
制
定
権
の
範
囲
が
拡
大
し

た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

現
実
の
行
政
実
務
上
で
は
、
国
か
ら
の
通
達
が
廃
止
に
な
り
、
ま

た
、
行
政
実
例
に
よ
る
事
実
上
の
縛
り
も
な
く
な
り
、
準
則
条
例
の

事
実
上
の
廃
止
と
い
う
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
自
治
体
の
自
主
解
釈

権
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
訳
で
す
が
、
条
例
制
定
権
と
も
密

接
不
可
分
で
あ
る
次
の
条
文
が
、
分
権
基
本
原
則
を
定
め
た
も
の
と

し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

①
役
割
分
担
の
原
則
Ⅱ
地
方
公
共
団
体
の
役
割
と
国
・
地
方
公
共

団
体
の
役
割
に
つ
い
て
の
分
担
原
則
、
地

方
公
共
団
体
へ
の
自
主
性
・
自
立
性
の
発

揮
へ
の
配
慮
（
法
第
一
条
の
二
）

等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

筆
者
と
し
て
は
、
近
時
自
治
基
本
条
例
制
定
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
要
因
と
し
て
は
、
議
会
の
権
限
の
拡
大
、
住
民
意
識
の
変
化
等
と

と
も
に
、
条
例
制
定
権
の
拡
大
か
ら
個
別
条
例
を
束
ね
る
基
幹
条
例

の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
こ
の
面
に
少
し
光
を
当
て
て
管
見
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

⑨
自
治
事
務
処
理
に
対
す
る
配
慮
原
則
Ⅱ
国
は
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
事
務
処
理
が
で
き
る
よ
う
特
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
第
二
条
一

三
項
）

２
分
権
基
本
原
則
の
法
的
位
置
づ
け

こ
の
よ
う
な
、
①
～
⑨
ま
で
の
原
則
が
な
ぜ
、
重
要
か
と
い
え
ば
、

②
の
立
法
原
則
及
び
⑨
の
自
治
事
務
処
理
に
対
す
る
配
慮
原
則
は
、

⑩
の
役
割
分
担
に
関
す
る
基
本
規
定
と
と
も
に
、
一
体
と
し
て
解
釈

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
分
権
基
本
原
則
は
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
の
、

①
行
為
規
範
と
な
り
、

②
係
争
・
紛
争
解
決
手
続
き
に
お
け
る
基
準
と
な
り
、

③
裁
判
規
範
と
し
て
、

機
能
す
べ
き
も
の
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
（
成
田
頼
明
「
改

正
地
方
自
治
法
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
」
自
治
研
究
七
五
巻
九
号
六
頁
、

(3) (2)

法
令
解
釈
運
用
原
則

立
法
原
則
Ⅱ
法
令
の
規
定
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

い
て
、
か
つ
、
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
第
二
条
一

一
項
）

Ⅱ
法
令
の
規
定
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
基

づ
い
て
、
か
つ
、
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、

こ
れ
を
解
釈
し
、
及
び
運
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
法
第
二
条
一
二
項
）

8５（熊本法学１１７号'09）



資 科

磯
部
力
「
国
と
自
治
体
の
新
た
な
役
割
分
担
の
原
則
」
西
尾
勝
編
著

「
地
方
分
権
と
地
方
自
治
』
八
八
頁
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
平
成
一
○
年

発
行
、
鈴
木
庸
夫
「
地
方
公
共
団
体
の
役
割
及
び
事
務
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
増
刊
「
あ
た
ら
し
い
地
方
自
治
・
地
方
分
権
』
六
三
頁
、
有
斐
閣
、

平
成
一
二
年
発
行
）
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
分
権
基
本
原
則
は
単
な
る
「
指
針
」
や

訓
示
規
定
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
智
大
学
の
北
村
喜
宣
教
授
が
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
分
権
基
本
原
則
と

懲
法
九
二
条
、
懲
法
九
四
条
に
関
し
て
、
「
立
法
府
に
お
い
て
、
憲

法
原
則
を
具
体
的
に
確
認
し
た
も
の
が
、
こ
の
分
権
基
本
原
則
（
新

自
治
法
一
条
の
一
一
、
二
条
二
項
、
一
二
項
、
一
三
項
）
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
、
実
質
的
に
言
え
ば
、
憲
法
九
二
条
の
内
容
な
の
で
あ
っ

て
個
別
法
令
も
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
。
憲
法
九
四
条
の
「
法
律
の

範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
巾
の

「
法
律
』
に
は
、
こ
う
し
た
諸
原
則
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き

で
あ
っ
て
、
懲
法
九
四
条
と
整
合
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

（
北
村
喜
宣
「
新
地
方
自
治
法
施
行
後
の
条
例
論
・
試
論
（
上
）
」
白

治
研
究
第
七
六
巻
八
号
五
二
頁
、
平
成
一
二
年
）
と
、
述
べ
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
上
述
の
分
権
基
本
原
則
の
条
文
の
中
に
二
一
項
、
一

二
項
）
、
「
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
」
、
ま
た
、
「
地
方
自
治
の
本

旨
に
基
づ
い
て
」
と
新
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
重
要
で
あ
り

３
国
の
行
政
権
と
地
方
行
政
執
行
権
の
関
係
に
つ
い
て
（
条
例
制
定

権
と
も
関
係
し
て
く
る
）

次
の
実
線
の
枠
内
の
政
府
見
解
が
重
要
で
す
。

す
な
わ
ち
、
平
成
八
年
一
二
月
六
日
・
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お

い
て
、
菅
直
人
衆
議
院
議
員
の
質
問
に
対
す
る
大
森
政
輔
内

閣
法
制
局
長
官
答
弁
が
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。

ま
す
。

立
教
大
学
（
当
時
都
立
大
学
）
の
磯
部
力
教
授
も
、
「
こ
れ
ら
の

う
ち
、
特
に
「
立
法
原
則
」
と
さ
れ
る
も
の
は
、
単
に
国
の
行
政
レ

ベ
ル
の
解
釈
運
用
や
特
別
配
慮
を
要
求
す
る
規
定
と
は
異
な
り
、
形

式
的
に
は
法
律
規
範
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
将
来
の
立
法
を
拘
束

す
る
効
果
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

と
の
考
え
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
自
身
が
「
地
方
自

治
の
本
旨
」
の
具
体
的
中
味
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
に
至
る
と
考
え

た
い
と
主
張
し
て
お
り
ま
す
（
磯
部
力
「
行
政
法
の
解
釈
と
憲
法
理

論
」
『
公
法
研
究
」
一
一
○
○
四
年
六
六
号
八
九
頁
参
照
。
）
。

要
点
だ
け
お
答
え
い
た
し
ま
す
が
、
現
行
日
本
国
憲
法
は
、
第

八
章
に
お
き
ま
し
て
地
方
自
治
の
原
則
を
明
文
で
認
め
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
九
四
条
は
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
財
産
を
管

理
し
、
事
務
を
処
理
し
、
及
び
行
政
を
執
行
す
る
権
能
を
有
す
る
」

こ
の
よ
う
に
明
文
で
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

地
方
公
共
団
体
の
行
政
執
行
権
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
お
る
。

熊本法学117号'0９ 8６



熊本ｉＩｊ自治燕本条例（案）について

４
政
府
の
地
力
分
椛
改
革
推
進
委
且
会
「
中
間
的
な
と
り
ま
と
め
」

（
平
成
一
九
年
舌
月
エ
ハ
Ⅱ
）

条
例
に
よ
る
法
令
の
ｋ
沸
き
樅
に
つ
い
て
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と

は
、
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
い
う
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
記
北
村
喜
宣
教
授
は
、
「
こ
こ
で
い
う

「
条
例
に
よ
る
補
正
の
許
容
」
が
、
『
上
書
き
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
」
（
北
村
喜
宣
「
条
例
に
よ
る
上
書
き
」
自
治
体
法
務
研
究

（
第
二
一
一
九
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
一
け
）

こ
の
政
府
見
解
と
し
て
の
、
内
閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
の
意
味
す

る
こ
と
は
、
自
治
体
の
条
例
制
定
権
が
、
憲
法
第
四
一
条
（
国
会
は

凶
の
唯
一
の
立
法
機
関
）
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
の
考
え
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
懲
法
か
ら
直
接
導
き
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
示
し
た
も
の
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な

意
味
を
有
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
懲
法
六
五
条
の
「
行
政
権
は
、
内
閣
に
属

,

,

,

第
３
自
治
基
本
条
例
制
定
の
効
果
に
つ
い
て

１
自
治
体
の
基
本
理
念
の
明
示
等
を
通
し
て
、
ｎ
治
体
に
お
け
る
自

治
遮
徴
の
仕
組
み
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
ま
す
。
目
指
す
べ
き
行

政
の
あ
り
方
や
、
地
域
社
会
の
姿
の
明
確
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
自
治
体
が
、
行
政
を
運
営
す
る
上
で
の
総
合
的
な
指
針
と
な
り
ま

す
。
特
に
、
自
治
基
本
条
例
に
は
基
幹
的
な
制
度
・
仕
組
み
が
全
体

的
に
示
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
も
、
議
会
の
議
員
も
、

市
長
を
含
む
職
員
も
こ
れ
ら
の
制
度
・
仕
組
み
を
共
有
す
る
こ
と
に

な
る
訳
で
す
か
ら
、
求
心
力
の
あ
る
市
政
運
懲
を
展
開
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
他
の
条
例
を
定
め
る
際
の
指
針
と
な
り
、
自
治
体
の
行
政
運
営
の

根
拠
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
と
個
別
条
例
の
関
係
が
明
確
化
さ
れ
、
制
度
的
安
定

性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

４
住
民
の
参
画
や
、
協
働
等
の
方
法
が
明
示
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
日

二
○
○
九
・
夏
．
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。
）
と
述
べ
、
「
個
々
の
自
治
体
は
、
：
…
・

分
権
推
進
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
あ
る
べ
き
法
環
境
を
先
取
り
的
に
実

現
す
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
前
掲
、
北
村
・
自
治
体
法

務
研
究
・
三
八
頁
参
照
。
）
と
自
治
体
の
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
。い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
卜
に
条
例
制
定
権

の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
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第
４
自
治
基
本
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

１
す
で
に
、
廃
案
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
市
長
提

案
の
「
旧
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
（
案
こ
の
中
心
に
す
え
ら
れ
た

「
参
画
及
び
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
か
ら
脱
却
し
、
地
方

政
府
の
統
治
と
し
て
の
自
治
基
本
条
例
と
し
て
構
成
し
、
そ
の
後
に

盛
り
込
む
べ
き
新
し
い
、
制
度
・
仕
組
み
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
検
討
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
市
長
提
案
の
旧
条
例
案
の
条
文
の
中
に
は
、
よ
り
明
確
に
し
て
お

く
必
要
の
あ
る
制
度
・
仕
組
み
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
日
治
の

充
実
・
拡
大
に
資
す
る
方
向
で
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

３
政
令
指
定
都
市
が
確
実
と
な
っ
た
熊
本
市
と
し
て
は
、
後
発
都
市

と
し
て
特
色
の
あ
る
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指
す
べ
き
か
と
思

い
ま
す
が
、
す
で
に
制
定
さ
れ
た
各
市
の
自
治
基
本
条
例
の
内
容
と

比
較
し
つ
つ
、
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
「
川
崎
市
自
治
基
本
条
例
」
の
内

容
の
検
討
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
大
学
金
井
利
之
教
授
が
す

で
に
発
表
し
て
お
り
ま
す
（
金
井
利
之
「
自
治
基
本
条
例
（
上
上

「
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
○
○
六
年
Ｎ
Ｏ
五
六
○
・
四
七
頁
、
「
自
治

治
意
識
の
高
揚
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
参
加
等
の

手
続
的
保
障
が
な
さ
れ
、
住
民
の
行
政
へ
の
積
極
的
、
主
体
的
な
参

画
・
協
働
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

第
６
自
治
基
本
条
例
の
位
置
づ
け

憲
法
第
九
三
条
は
、
「
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。
」
と
規
定

し
て
、
代
表
民
主
制
を
原
則
的
に
は
採
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
時
の
憲
法
学
説
は
、
住
民
投
票
の
事
例
を
契
機
に

し
て
、
憲
法
論
と
し
て
も
、
直
接
民
主
制
や
住
民
自
治
（
憲
法
第
九
二
条
）

を
重
視
す
る
考
え
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
（
「
注
解
法
律

学
全
集
４
憲
法
Ⅳ
」
（
［
九
三
条
解
説
・
中
村
睦
男
執
筆
担
当
］
・
青

林
書
院
・
’
一
○
○
四
年
）
二
六
二
頁
以
下
参
照
。
）
。

す
な
わ
ち
、

第
一
憲
法
第
八
章
が
住
民
自
治
を
核
と
す
る
地
方
自
治
を
保
障
し
て

第
５
自
治
基
本
条
例
の
内
容
の
具
体
的
検
討
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
の
検
討
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
配
付
済
み
の
参
考
資

料
の
と
お
り
、
「
条
例
案
の
策
定
を
目
指
す
べ
き
」
と
の
内
容
で
、
市
議

会
の
特
別
委
員
会
及
び
平
成
一
九
年
第
一
回
定
例
本
会
議
に
お
い
て
審
議

が
な
さ
れ
、
「
よ
り
よ
い
条
例
の
策
定
」
と
い
う
方
向
性
は
固
ま
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
本
検
討
委
員
会
で
は
統
治
と
し
て
の
自
治
基
本
条
例
の
策

定
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

基
本
条
例
（
下
）
」
「
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
○
○
六
年
Ｎ
Ｏ
五
六
一
・

三
八
頁
）
。

こ
の
金
井
教
授
の
論
稿
は
、
本
市
の
自
治
基
本
条
例
作
成
に
当
っ

て
も
、
参
考
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
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お
り
、
内
閣
に
属
す
る
国
の
「
行
政
権
」
（
憲
法
第
六
五
条
）

に
は
、
地
力
行
政
執
行
権
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
（
平
成
八

年
一
二
月
六
日
付
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
大
森
内
閣

法
制
局
長
官
答
弁
。
）
。

第
二
憲
法
第
九
五
条
の
地
方
自
治
特
別
法
が
、
議
会
の
議
決
で
は
な

く
住
民
投
票
に
よ
る
意
思
決
定
を
求
め
て
い
る
の
は
、
懲
法
は

自
治
体
の
意
思
決
定
が
必
ず
議
会
に
よ
っ
て
、
表
明
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
。

第
三
国
の
立
法
は
、
憲
法
第
四
一
条
で
国
会
が
「
唯
一
の
立
法
機
関
」

と
さ
れ
て
、
立
法
を
独
占
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
自
治
体
に

あ
っ
て
は
、
議
会
は
「
議
事
機
関
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
四
地
方
自
治
法
第
九
四
条
に
は
、
「
議
会
を
置
か
ず
、
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
、

こ
れ
は
有
権
者
に
よ
る
町
村
総
会
と
い
う
直
接
民
主
制
の
機
関

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
総
務
省
事
務
次
官
で

あ
っ
た
松
本
英
昭
箸
の
注
釈
書
で
も
、
「
町
村
総
会
は
、
そ
れ

目
体
が
淵
該
川
村
の
議
事
機
関
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

憲
法
に
い
う
と
こ
ろ
の
議
会
に
他
な
ら
な
い
と
解
し
て
差
し
つ

か
え
な
い
。
」
（
松
本
英
昭
『
新
版
逐
条
地
方
、
治
法
第
四
次

改
訂
版
」
（
学
陽
書
房
、
平
成
一
九
年
）
三
一
一
一
○
頁
参
照
。
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
直
接
民
主
制
が
憲
法
上
も
地

力
目
論
法
上
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
実
務
的
に
も
明
確

に
示
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
（
註
解
日
本
国
憲
法

下
巻
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
九
年
）
一
三
九
○
頁
～
一
一
一
一
九
一
頁

に
も
、
「
議
会
の
代
わ
り
に
議
会
よ
り
も
一
層
住
民
の
意
思
を

端
的
に
表
現
し
う
る
町
村
総
会
を
設
け
る
こ
と
が
、
憲
法
に
抵

触
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
理
由
は
毫
も
見
い
だ
せ
な
い
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
。

な
お
、
町
村
総
会
の
規
定
は
、
明
治
工
一
年
制
定
の
町
村
制

第
三
一
条
に
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
（
町
村
制
第

五
一
条
で
第
一
一
一
一
一
条
か
ら
第
四
九
条
ま
で
の
町
村
会
の
規
定
が

町
村
総
会
に
適
用
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
坪
谷
善

四
郎
「
九
版
増
訂
市
制
町
村
制
註
耀
』
（
博
文
館
、
明
治
二

一
一
年
五
月
）
一
一
一
一
一
頁
～
一
一
三
一
一
一
頁
参
照
。
）
。

ま
た
、
現
在
の
条
文
の
文
言
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は

「
戦
後
自
治
史
第
三
巻
」
（
文
生
書
院
、
一
九
七
七
年
）
一
九
九

頁
～
二
○
○
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
原
案
は
、

「
特
別
の
事
情
が
あ
る
町
村
に
お
い
て
は
」
と
の
文
言
を
入
れ

て
、
町
村
総
会
を
実
質
上
葬
り
去
ろ
う
と
の
意
図
を
示
し
た
が
、

総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
こ
の
町
村
総
会
が
非
常
に
民
主
的

で
あ
る
と
考
え
て
、
「
特
別
の
事
情
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
こ

れ
を
設
け
う
る
も
の
と
す
る
よ
う
要
求
し
た
」
と
こ
ろ
、
そ
れ

で
も
、
内
務
省
は
こ
の
総
司
令
部
意
見
を
入
れ
ず
に
、
政
府
原

案
と
し
た
。
こ
れ
が
、
衆
議
院
に
お
い
て
現
行
条
文
の
よ
う
に

修
正
さ
れ
、
貴
族
院
で
反
対
意
見
も
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て

衆
議
院
修
正
ど
お
り
可
決
ざ
れ
現
行
法
の
地
方
自
治
法
第
九
四
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条
及
び
第
九
五
条
の
二
箇
条
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
す
。

町
村
総
会
が
設
置
さ
れ
た
実
例
は
、
旧
制
度
の
下
で
、
神
奈

川
県
足
柄
下
郡
芦
之
湯
村
が
あ
り
、
現
行
法
下
で
は
、
東
京
都

八
丈
支
庁
管
内
宇
津
木
村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
ｓ
註
釈
地
方
自
治
法
〈
全
訂
〉
１
」
（
加
除
式
、

第
一
法
規
）
一
四
四
二
頁
参
照
。
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
、

高
度
経
済
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
成
熟
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
住
民
日
治
を
基
礎
と
す
る
懲
法

上
の
議
会
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
町
村
総
会
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
会
と
は
仕
組
み
が
異
な
り
、
地
方
自
治
体
の
場
合
は
、

懸
法
上
も
、
地
方
自
治
法
上
も
、
住
民
自
治
を
基
本
に
お
い
て
い
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
襖
一
一
一
一
口
す
れ
ば
、
治
体
の
議
会
は
、
議
決
機
関
で
は
な
く
「
議

事
機
関
」
で
あ
っ
て
、
町
村
総
会
に
お
い
て
、
条
例
制
定
も
で
き
、
ま
た
、

７
算
等
の
議
決
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
住
民
が

主
権
者
で
あ
り
、
か
つ
、
主
人
公
で
あ
る
こ
と
が
、
憲
法
及
び
地
方
自
治

法
の
体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
平
松
弘
光
教
授
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
地
方
自
治

の
本
旨
の
下
で
は
自
治
法
は
面
接
民
主
制
こ
そ
本
則
で
間
接
民
主
制
は
便

宜
の
た
め
あ
る
い
は
弊
害
予
防
の
た
め
な
ど
に
採
ら
れ
た
補
完
的
存
在
で

あ
る
と
い
う
原
理
の
上
で
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
視
点

を
逆
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
自
治
立
法
研
究
会
編
「
分
権
時
代

第
７
自
治
基
本
条
例
の
内
容

こ
の
自
治
基
本
条
例
の
内
容
で
重
要
な
こ
と
は
、
主
権
者
で
あ
る
住
民

が
、
主
権
者
と
し
て
自
治
体
の
運
営
に
、
参
画
・
協
働
す
る
仕
組
み
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
具
体
的
に
形
作
る

の
が
、
最
高
規
範
と
し
て
の
自
治
基
本
条
例
な
の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
と
住
民
の
協
働
の
推
進
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
第
二
七
次
地
方

制
度
調
査
会
の
答
申
に
お
い
て
も
、
「
行
政
と
住
民
が
相
互
に
連
携
し
、

と
も
に
担
い
手
と
な
っ
て
地
域
の
潜
在
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
基
礎
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
住
民
と
の
協
働
の
推
進
の
必

要
性
を
答
申
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
（
大
森
蝿

「
変
化
に
挑
戦
す
る
自
治
体
」
（
第
一
法
規
、
二
○
○
八
年
四
月
発
行
）
一

七
一
’
一
七
二
頁
参
照
）
。
な
お
、
総
務
省
自
治
行
政
局
地
域
振
興
課

「
「
住
民
等
と
行
政
と
の
協
働
』
に
関
す
る
調
査
（
最
終
報
告
）
」
（
平
成
一

七
年
）
三
頁
以
下
、
神
奈
川
県
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
推
進
指
針
」
（
平

成
一
六
年
）
二
頁
以
下
参
照
。
）
。

と
こ
ろ
で
、
自
治
雅
本
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
○

○
七
年
（
平
成
一
九
年
）
二
月
一
日
付
け
で
、
私
が
、
本
検
討
委
員
会

に
提
出
し
た
「
熊
本
市
、
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
Ｉ
自
治
基
本
条
例
制

の
市
民
立
法
』
公
人
社
、
一
一
○
○
五
年
、
二
六
頁
～
二
七
頁
参
照
。
）
と

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
筆
者
も
平
松
教
授
の
見
解
に
賛
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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定
の
必
要
性
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
を
参
照
願
い
ま
す
．
な
お
、
本
稿
と

主
張
の
相
違
点
が
あ
る
場
合
は
、
本
稿
が
筆
者
の
見
解
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
の
も
と
に
、
他
の
脚
治
体
に
お
い
て
も
、
二

○
○
八
年
（
平
成
二
○
年
）
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
、
「
上
越
市
自
治

基
本
条
例
」
（
平
成
二
○
年
一
一
一
月
二
八
日
上
越
市
条
例
第
一
一
一
号
）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
住
民
の
椛
利
と
し
て
「
協
働
を
す
る
椛
利
」
の
創
設

（
上
越
市
条
例
第
八
条
節
二
項
第
一
一
．
サ
）
等
、
新
た
な
権
利
を
規
定
す
る

、
流
体
が
噸
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
権
利
と
し
て
の
「
協
働
を
す
る
椛
利
」
の
創
設
と
い
え
ば
、

「
平
塚
市
自
治
基
本
条
例
」
（
平
成
一
八
年
一
○
月
一
日
平
塚
市
条
例
弟
藝
二

二
号
）
第
九
条
第
乙
項
第
一
一
一
号
に
、
市
民
の
権
利
と
し
て
「
協
働
を
す
る

権
利
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
米
原
市
自
治
基
本
条
例
」
（
平
成

一
八
年
九
月
一
Ⅱ
施
行
）
第
エ
ハ
条
第
一
項
に
も
、
「
協
働
の
権
利
」
と

し
て
新
た
な
権
利
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

熊
本
市
自
治
基
本
条
例
案
に
つ
い
て
も
、
住
民
か
ら
、
巾
に
対
し
、

「
協
働
を
請
求
す
る
権
利
」
（
以
卜
「
協
働
請
求
権
」
と
い
う
。
）
及
び
巾

か
ら
、
住
民
に
対
し
、
協
働
を
求
め
る
こ
と
に
対
し
て
、
承
諾
・
拒
否
す

る
こ
と
が
川
来
る
権
利
（
以
下
「
協
働
諾
否
椎
」
と
い
う
。
）
の
創
設
を

求
め
る
提
言
を
、
私
は
、
平
成
一
一
○
年
四
月
一
一
日
に
、
熊
本
市
自
治
基

本
条
例
検
討
委
員
会
委
員
と
し
て
、
委
員
会
に
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
、
協
働
請
求
権
及
び
協
働
諾
否
権
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
協
働
の

定
義
、
内
容
に
争
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
論
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
公
共
性
の
空
間
は
決
し
て
「
官
』
の
独
占
物
で
は

な
い
。
：
：
：
広
く
社
会
全
体
が
機
能
を
分
担
し
て
い
く
と
の
価
値
観
の
転

換
が
求
め
ら
れ
る
」
（
行
政
改
革
会
議
最
終
報
告
書
・
一
九
九
七
年
（
平

成
九
年
一
二
月
）
と
さ
れ
、
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
総
務
省
の
最
終
報
告

に
も
協
働
の
定
義
・
実
例
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

行
政
側
か
ら
協
働
に
詔
を
借
り
て
一
定
の
業
務
・
活
動
を
要
請
さ
れ
た
場

合
等
総
合
的
に
考
え
て
、
こ
れ
を
抓
行
で
き
る
椛
利
を
付
与
し
て
お
く
こ

と
の
必
要
性
を
感
じ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
行
政
事
件
訴
訟
第
四
条
に
明
文
化
さ
れ
た
「
公
法
化
の
法
律
関

係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」
を
利
用
す
る
余
地
等
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
（
山
崎
潮
政
府
参
考
人
衆
議
院
法
務
委
員
会
答
弁
（
平
成
エ
ハ
年
四
月

二
七
Ⅲ
）
・
松
本
博
之
「
解
説
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
』
（
弘
文
堂
・
平

成
一
六
年
）
八
五
頁
・
八
九
頁
参
照
。
）
協
働
請
求
及
び
協
働
諾
否
の
権

利
を
ま
ず
、
向
治
雄
本
条
例
に
位
置
づ
け
、
適
用
対
象
・
範
囲
等
は
、
個

別
条
例
で
規
定
す
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
外
に
、
熊
本
巾
と
し
て
の
特
有
の
権
利
と
し
て
は
、
阿
蘇
か
ら
の

地
下
流
水
を
中
心
と
し
た
蝋
寓
な
地
下
水
を
守
る
た
め
、
地
下
水
を
公
水

と
位
樋
づ
け
、
住
民
等
の
地
下
水
浄
水
享
受
樅
を
、
治
雄
本
条
例
で
規
定

す
る
こ
と
が
、
日
本
ば
か
り
で
は
な
く
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
偏

す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
公
水

と
し
て
の
位
置
づ
け
と
住
民
等
の
地
下
水
浄
水
享
受
権
を
自
治
基
本
条
例

に
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
、
提
言
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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こ
の
よ
う
な
、
新
し
い
権
利
の
創
設
と
と
も
に
、
自
治
基
本
条
例
で
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
住
民
が
、
議
会
に
対
し
て
も
、
市
長
に
対
し
て
も
主

権
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
自
治
基
本
条
例
の
規
定
上

明
ら
か
に
し
た
構
成
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
を
構
成
す
る
議
会
及
び
市
長
は
、
主
権
者
で

あ
る
住
民
か
ら
、
信
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
議
会
及
び
市
長
は
、

そ
の
信
託
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
果
た
す
た
め
、
誠
実
に

そ
の
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
て
お
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
規
定
上
、
住
民
が
主
権
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
は
、
近
時
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
自
治
基
本
条

例
に
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
（
多
治
見
市
条
例
第
二
条
、
同

第
三
条
、
同
第
八
条
、
同
第
一
○
条
、
川
崎
市
条
例
第
一
○
条
、
同
第
一

三
条
等
）
。

本
件
の
条
例
案
で
も
こ
の
よ
う
に
信
託
概
念
を
位
置
づ
け
て
規
定
し
て

お
り
ま
す
（
条
例
案
第
八
条
及
び
第
一
四
条
参
照
。
）
。

特
に
、
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

主
権
者
で
あ
る
住
民
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ
れ
も
、
高
齢
者
も
含
め
た
多

く
の
住
民
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
条
文
構
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
法
令
の
知
識
を
有
す
る
議
員
や
首
長
の
補
助
機
関
と
し
て

の
職
員
の
目
線
で
、
自
治
基
本
条
例
を
条
文
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
住
民
の
権
利
を
定
め
る
条
文
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
も
含
め

た
住
民
に
、
そ
も
そ
も
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
・
監
視
す
る
た
め
の
ど
の
よ
う

な
権
利
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
権
利
の
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
自
治
基
本
条

例
に
具
体
的
に
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
（
金
井
利
之

「
自
治
基
本
条
例
（
上
）
」
月
刊
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
五
六
○
号
．
二
○
○

六
年
三
月
号
（
第
一
法
規
）
五
○
’
五
一
頁
参
照
。
）
。

さ
ら
に
、
こ
の
自
治
基
本
条
例
が
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
性
質
の
条
例
か
を
、
条
文
の
当
初
で
そ
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
近
時
の
自
治
基
本
条
例

に
は
、
条
例
の
目
的
、
定
義
の
次
に
条
例
の
最
高
規
範
性
を
規
定
し
て
い

る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
住
民
に
自
治
基
本
条
例

の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
（
川

崎
市
条
例
、
三
騰
市
条
例
、
札
幌
市
条
例
、
静
岡
市
条
例
、
多
摩
市
条
例

等
参
照
。
）
。

残
念
な
が
ら
、
行
政
作
成
の
「
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
素
案
」
（
平
成

二
一
年
七
月
一
七
日
現
在
）
は
、
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
お
り
ま
せ

ん
（
本
資
料
の
末
尾
掲
載
の
行
政
案
参
照
。
）
。

改
め
て
、
こ
こ
で
本
件
自
治
基
本
条
例
案
の
特
色
を
申
し
上
げ
る
な
ら

ば
、
「
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」
と
い
う
従
来
型
か
ら
脱
却
し
て
、

「
主
権
者
か
ら
の
信
託
に
よ
る
地
方
政
府
に
相
応
し
い
自
治
基
本
条
例
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
（
渋
谷
秀
樹
「
憲

法
」
有
斐
閣
、
二
○
○
七
年
、
六
八
八
頁
以
下
）
に
は
、
「
第
５
編
第
２

章
地
方
政
府
」
と
し
て
、
中
央
政
府
と
対
置
し
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
従
来
の
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
か
ら
、

統
治
と
し
て
の
自
治
基
本
条
例
に
ス
テ
ー
ジ
は
、
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
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第
８
自
治
基
本
条
例
の
審
議
経
過

熊
本
市
自
治
基
本
条
例
は
、
現
在
審
議
継
続
中
で
す
が
、
本
件
の
よ
う

に
、
「
公
募
市
民
委
員
」
、
「
議
会
議
員
委
員
」
、
「
行
政
委
員
」
及
び
「
学

識
経
験
者
委
員
」
の
四
者
に
よ
っ
て
「
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
項
目
と
内
容
を
審
議
し
た
例
は
、
こ
れ

ま
で
、
他
の
自
治
体
に
は
、
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
手
法
と
い
え
ま
す
。

当
初
、
市
長
か
ら
議
会
へ
の
旧
自
治
基
本
条
例
の
提
案
は
、
平
成
一
七

あ
り
ま
す
（
北
九
州
市
自
治
基
本
条
例
第
一
七
回
検
討
委
員
会
三
○
○

九
年
四
月
一
九
日
）
の
資
料
（
二
頁
）
に
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原

則
を
明
ら
か
に
し
、
」
と
あ
っ
た
が
、
第
一
八
回
検
討
委
員
会
（
二
○
○
九

年
五
月
九
日
）
の
当
該
文
言
は
、
「
自
治
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
」

と
訂
正
さ
れ
、
以
後
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
文
言
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）
。

熊
本
市
で
の
議
論
が
、
他
都
市
の
自
治
基
本
条
例
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
条
文
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
、
「
公
的
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
設
置
」
（
条
例
案
第
二
八
条
）
、
「
都
市
内
分
権
」
（
条
例
案
第
五
五

条
）
、
「
常
設
か
つ
拘
束
型
住
民
投
票
」
（
条
例
案
第
五
○
条
）
等
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
当
初
明
確
に

条
文
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
行
政
案
で
あ
る
「
熊
本
市
自
治
基

本
条
例
素
案
」
に
な
っ
て
「
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
（
素
案
第
二
三
条
）

の
設
置
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
く
前
進
し
た
と
考
え
ま
す
。

年
一
一
一
月
二
日
付
け
で
あ
り
、
市
民
会
議
等
で
条
例
案
の
検
討
が
始
ま
っ
た

の
は
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
平
成
一
六
年
八
月
か
ら
で
す
か
ら
、
す
で
に
五

年
近
く
の
期
間
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
に
先
進
的
な
内
容
の
自

治
基
本
条
例
が
、
多
く
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
広
く

先
進
的
な
自
治
基
本
条
例
の
仕
組
み
等
を
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
政
令
市
へ

の
昇
格
が
確
実
視
さ
れ
る
熊
本
市
に
相
応
し
い
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
の
自
治
基
本
条
例
案
は
、
検
討
委
員
会
の
審
議
の
場

に
、
当
初
か
ら
対
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
議
論
の
対
象
と
な
り
、
本
件
条

例
案
の
内
容
が
、
行
政
案
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
検
討
委
員
会
委
員
作
成
の
条
例
案
の
全
条
文
が
、
章
立

て
を
含
め
て
、
検
討
委
員
会
の
審
議
の
内
容
と
な
っ
て
議
論
さ
れ
た
こ
と

は
、
管
見
す
る
範
囲
で
は
前
例
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
極
め
て
意
義
深
い

と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
条
例
案
は
、
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
会
長

あ
て
提
出
し
た
提
言
等
を
基
礎
に
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
条

文
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
検
討
委
員
会
に
提
出
し
た
文
書

等
を
基
に
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
条
例
案
の
条
文
は
、
公
募
委
員
で
あ
る
西
村
文
雅
検
討
委
員
会

委
員
（
旧
熊
本
市
自
治
基
本
条
例
市
民
会
議
素
案
起
草
委
員
長
）
の
多
大

な
協
力
を
得
て
作
成
し
、
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
書
で
あ
る
「
熊
本
市

自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
平
成
二
一
年
一
一
一
月
）

に
、
「
②
林
委
員
、
西
村
委
員
提
出
条
例
案
」
（
報
告
書
六
三
頁
～
七
九
頁
）
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資
章
立
て

科
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
前
文
］

第
一
章
総
則

（
日
的
）

第
一
条（
住
民
主
権
）

第
二
条（
定
義
）

第
三
条（
最
高
規
範
性
）

第
四
条第
二
章
自
治
の
基
本
理
念
及
び
自
治
運
営
の
基
本
原
則

（
自
治
の
基
本
理
念
）

第
五
条〈
自
治
運
営
の
基
本
原
則
）

第
六
条第
三
章
自
治
運
営
を
担
う
主
体
の
役
割
と
責
務

第
一
節
住
民
の
権
利
と
責
務

（
住
民
の
権
利
及
び
責
務
）

第
七
条

第
二
節
議
会
の
設
置
と
役
割

（
議
会
の
設
置
）

第
八
条（
市
議
会
の
権
限
等
）

第
九
条（
市
議
会
の
責
務
）

第
一
○
条

（
市
議
会
の
会
議
）

第
三
条

（
市
議
会
へ
の
住
民
参
加
）

第
一
二
条

（
市
議
会
議
員
の
責
務
）

第
二
一
一
条第
三
節
市
長
及
び
執
行
機
関
の
設
置
と
役
割

第
一
款
市
長
及
び
執
行
機
関

（
市
長
及
び
執
行
機
関
の
設
置
）

第
一
四
条

（
市
長
の
権
限
）

第
一
五
条

（
市
長
の
責
務
）

第
一
六
条

（
執
行
機
関
の
連
携
及
び
協
力
）

第
一
七
条
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熊本市自治基本条例（案）について

（
参
与
等
）

第
一
八
条

（
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
の
責
務
）

第
一
九
条

第
二
款
行
政
運
営
の
基
本
原
則

（
行
政
運
営
の
基
本
原
則
）

第
二
○
条

（
総
合
計
画
）

第
二
一
条

（
健
全
で
透
明
な
財
政
運
営
）

第
二
二
条

（
自
治
体
法
務
）

第
二
一
一
一
条

（
行
政
評
価
）

第
二
四
条

（
行
政
改
革
）

第
二
五
条

（
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
）

第
二
六
条

（
要
望
、
苦
情
等
へ
の
対
応
）

第
二
七
条

（
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
）

第
二
八
条

（
行
政
手
続
き
）

第
二
九
条

（
出
資
団
体
等
）

第
三
○
条

（
監
査
）

第
三
一
条

（
外
部
監
査
）

第
一
一
一
二
条

（
公
益
通
報
）

第
三
一
一
一
条

（
災
害
に
対
す
る
対
応
）

第
三
四
条

第
四
章
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
基
づ
く
制
度
等

第
一
節
情
報
共
有
と
説
明
・
応
答
責
任
に
よ
る
自
治
運
営

（
情
報
を
取
得
す
る
権
利
）

第
三
五
条

（
情
報
公
開
・
共
有
の
原
則
）

第
三
六
条

（
行
政
の
意
思
決
定
過
程
の
情
報
の
共
有
）

第
三
七
条

（
情
報
公
開
制
度
の
確
立
）

第
三
八
条

（
市
の
情
報
の
収
集
及
び
管
理
）
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資 科

第
三
九
条

（
個
人
情
報
の
保
護
）

第
四
○
条

（
説
明
及
び
応
答
責
任
）

第
四
一
条第
二
節
参
画
に
よ
る
自
治
運
営

（
参
画
推
進
の
原
則
）

第
四
二
条

（
住
民
参
画
制
度
の
確
立
）

第
四
三
条

（
市
政
へ
の
男
女
参
画
の
推
進
）

第
四
四
条

（
青
少
年
、
子
ど
も
の
市
政
へ
の
参
画
の
推
進
）

第
四
五
条

（
住
民
の
学
習
に
対
す
る
支
援
）

第
四
六
条

（
意
見
及
び
提
案
制
度
）

第
四
七
条

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

第
四
八
条

（
審
議
会
・
市
民
会
議
）

第
四
九
条

（
住
民
投
票
）

第
五
○
条第
三
節
協
働
に
よ
る
自
治
運
営

（
協
働
の
推
進
の
基
本
原
則
）

第
五
一
条

（
協
働
推
進
評
価
委
員
会
の
設
置
）

第
五
二
条第
四
節
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
自
治
の
運
営

第
一
款
地
域
に
お
け
る
住
民
の
自
治
活
動
の
推
進

（
地
域
に
お
け
る
住
民
と
諸
団
体
と
の
自
治
活
動
の
原
則
）

第
五
三
条

（
学
校
と
地
域
と
の
連
携
）

第
五
四
条

第
二
款
都
市
内
分
権

（
合
併
特
例
区
）

第
五
五
条第
五
節
自
治
推
進
委
員
会
の
設
置

（
自
治
推
進
委
員
会
の
設
悩
）

第
五
六
条

第
五
章
国
、
県
及
び
他
の
自
治
体
等
と
の
政
府
関
係

（
国
及
び
県
等
と
の
政
府
間
関
係
）

第
五
七
条

（
他
の
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
）

第
五
八
条
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熊本藝市自治基本条例（案）について

熊
本
市
自
治
基
本
条
例
案
・
林
案
の
提
出

［
前
文
］

自
治
の
基
本
理
念
と
自
治
運
営
の
基
本
原
則
を
定
め
た
熊
本
市
自
治
基

本
条
例
を
制
定
す
る
。

住
民
の
信
託
に
基
づ
く
、
市
議
会
及
び
市
行
政
の
運
営
。

国
、
熊
本
県
と
対
等
な
立
場
で
相
互
協
力
を
す
る
関
係
。

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
、
市
議
会
及
び
市
行
政
の
運
営
。

自
治
基
本
条
例
の
最
高
規
範
性
の
宣
言
。

（
国
際
関
係
）

第
五
九
条

第
六
章
条
例
の
制
定
及
び
見
直
し

（
条
例
の
制
定
及
び
見
直
し
）

第
六
○
条

附
則〔
前
文
の
説
明
〕

前
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
委
員
会
の
審
議
の
対
象
に
一
切
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
審
議
の
対
象
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
中
断
さ
れ
て
お

行
機
関
は
、
公
共
の
福
祉
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
」

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
別
添
の
行
政
素
案
の
前
文
に
「
ま
た（
た
、
市
議
会
及
び
市
の
執

（
傍
線
は
筆
者
）
と
い
う
文

第
一
章
総
則

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
熊
本
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念
と
自
治
運

営
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
の
信
託
に
基
づ
く
市
議
会
及
び

言
が
、
審
議
も
な
さ
れ
ず
に
前
文
に
加
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
公
共
の
福
祉
の
文
言
は
、
議
員
選
出
委
員
で
あ
る
落
水
清
弘
委
員

が
「
「
公
共
の
福
祉
』
と
い
う
日
本
語
を
是
非
と
も
『
基
本
理
念
』
で
も
「
前

文
」
で
も
結
構
で
す
の
で
、
自
治
基
本
条
例
の
ど
こ
か
に
調
い
込
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
平
成
二
○
年
一
二
月
一
一
四
日
、
第
一
三
回
検
討
委

員
会
会
議
録
概
要
二
三
頁
参
照
。
）
と
の
発
言
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

こ
の
「
公
共
の
福
祉
」
概
念
は
、
「
人
権
制
約
の
正
当
化
根
拠
と
は
な
り
う

る
が
、
正
当
化
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
青
柳
幸
一

「
人
権
と
公
共
の
福
祉
」
「
憲
法
の
争
点
」
（
有
斐
閣
、
平
成
二
○
年
一
二
月
発

行
）
六
九
頁
（
左
欄
下
か
ら
一
六
行
目
以
下
）
参
照
。
）
と
、
青
柳
幸
一
筑
波

大
学
教
授
が
述
べ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
基
本
的
人
権
の
制
約
概
念
と
し
て
用

い
ら
れ
る
事
実
は
、
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
公
共
の
福
祉
を
踏
ま
え
な
が
ら
」
の
記
載
は
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
地
方
公
共
団
体
の
役
割
（
地
方
自
治
法
第

一
条
の
二
第
一
項
参
照
。
）
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
検
討
委
員
会
の
審
議
の
対
象
に
一
度
も
な
っ
て
い
な

い
前
文
を
行
政
案
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
越
権
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
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市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
等
の
役
割
と
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
住
民
自
治
に
よ
る
情
報
の
共
有
と
住
民
参
画
・
協
働
の
市
政
運

営
に
務
め
、
日
本
国
憲
法
に
規
定
す
る
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
自

治
を
推
進
し
、
も
っ
て
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
持
続
可
能
な
循
環

型
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
住
民
主
権
）

第
二
条
住
民
は
、
熊
本
市
の
自
治
の
主
権
者
と
し
て
、
選
挙
に
よ
り
住

民
の
代
表
者
で
あ
る
議
会
の
議
員
及
び
市
の
代
表
者
で
あ
る
市
及
を
定

め
、
そ
の
職
を
信
託
し
ま
す
。

（
定
義
）

第
三
条
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
定
義
は
、

次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

①
脚
治

住
民
が
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
熊
本
市
を
、
自

ら
治
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

②
住
比

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
熊
本
市
の
区
域
内
（
以
下

「
市
内
」
と
い
う
。
）
に
居
住
す
る
地
方
日
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律

第
六
七
号
。
以
下
「
自
治
法
」
と
い
う
。
）
第
一
○
条
に
規
定
す
る

住
民
か
ら
法
人
を
除
い
た
自
然
人
を
い
い
ま
す
。

③
通
勤
・
通
学
者

市
内
に
通
勤
し
若
し
く
は
通
学
す
る
者
を

い
い
ま
す
。

③
事
業
者
等

市
内
で
事
業
を
営
み
又
は
活
動
を
行
う
個
人
若

し
く
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
い
ま
す
。

⑤
市
政

市
に
お
け
る
市
議
会
、
市
長
及
び
市
の
執
行
機

関
の
政
策
及
び
活
動
の
す
べ
て
を
い
い
ま
す
。

⑥
市
長
等

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人

事
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
雰
査
委
員

会
、
公
営
企
業
管
理
者
及
び
消
防
長
を
い
い
ま
す
。

、
参
Ⅲ

市
政
に
関
す
る
課
題
の
設
定
、
施
策
の
立
案
・

計
画
、
検
討
、
決
定
か
ら
実
施
及
び
評
価
、
見
直
し
ま
で
の
行
政
過

程
に
主
体
的
に
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑧
協
鋤

住
民
、
通
勤
・
通
学
者
、
事
業
者
等
、
市
議
会

及
び
市
長
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な
立
場
で
役
割
と
責
任
を
担
い
、

協
力
し
、
公
共
的
目
的
を
果
た
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑨
地
域
づ
く
り
良
好
な
環
境
及
び
福
祉
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
行
う
市
、
住
民
、
通
勤
・
通
学
者
及
び
事
業
者
等
の

行
う
地
域
に
お
け
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

⑩
出
資
団
体
等

次
に
、
該
当
す
る
も
の
を
出
資
団
体
等
と

い
い
ま
す
。

ア
市
が
出
資
し
て
い
る
剛
体

イ
市
が
補
助
金
、
奨
励
金
、
助
成
金
、
貸
付
金
、
損
失
補
償
、

利
子
補
給
そ
の
他
の
財
政
的
援
助
を
与
え
て
い
る
団
体

ウ
市
が
事
務
事
業
の
委
託
及
び
自
治
法
第
二
四
四
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
て
い

る
団
体

エ
市
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
団
体

（
最
高
規
範
性
）
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熊本市自治基本条例（案）について

第
四
条
こ
の
条
例
は
、
熊
本
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
を
定
め
る
最
高

規
範
で
あ
り
、
他
の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
、
解
釈
及
び
運
用
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
事
項
を
最
大
限
尊
重
し
、
整
合
性

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
計
画
の
策
定
、
見
直
し
及
び
運
用

に
お
い
て
も
同
様
と
し
ま
す
。

２
こ
の
条
例
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
条
例
の
各
条

文
に
定
め
る
個
別
手
続
き
条
例
の
制
定
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
早

急
に
制
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

３
住
民
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
こ
の
条
例
を
尊
重
し
、
熊
本
市

の
住
民
自
治
の
推
進
及
び
団
体
自
治
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

〔
条
文
の
説
明
〕

最
高
規
範
性
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
林
委
員
名
で
検
討

委
貝
会
長
あ
て
提
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
文
書
の
内
容
を
以
下
に
記
城
し

ま
す
。

熊
本
市
自
治
基
本
条
例
案
に
最
高
規
範
性
の
条
文
を
規
定
す
る
必
要
性
に

つ
い
て

第
１
自
治
基
本
条
例
の
最
高
規
範
性
の
意
味

１
自
治
基
本
条
例
は
、
そ
の
自
治
体
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て

規
定
し
、
か
つ
、
そ
の
自
治
体
に
お
け
る
自
治
体
法
の
体
系
の
頂
点
に

「
自
治
体
の
憲
法
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
条
例
で
あ
り
ま
す
。

２
自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ
の
理
念
や

自
治
体
運
営
の
仕
組
み
を
規
定
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
自
治
体
の
個
別

条
例
の
上
位
に
位
置
し
て
、
当
該
自
治
体
の
自
治
立
法
を
体
系
的
・
総

合
的
に
編
成
し
直
す
機
能
が
必
然
的
に
内
在
し
て
い
る
条
例
で
あ
り
ま

す
。

３
こ
の
よ
う
な
、
自
治
基
本
条
例
の
性
質
か
ら
、
自
治
体
の
個
別
条
例

の
制
定
改
廃
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
基
本
条
例
の
理
念
や
基
本
原
則
が

立
法
の
指
針
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

４
さ
ら
に
、
個
別
的
基
本
条
例
（
環
境
基
本
条
例
等
）
の
解
釈
に
当
た
っ

て
も
、
自
治
基
本
条
例
の
理
念
や
基
本
原
則
に
適
合
す
る
よ
う
に
解
釈

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

５
た
だ
、
自
治
基
本
条
例
も
他
の
個
別
条
例
も
同
一
法
形
式
と
し
て
の

「
条
例
」
と
「
条
例
」
で
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の
条
例
に
優
越
す
る
効
力

を
自
治
基
本
条
例
に
与
え
る
、
又
は
、
認
め
る
と
い
う
立
法
上
の
仕
組

み
は
現
行
法
上
に
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
と
法
律
と

い
う
関
係
（
懸
法
第
九
八
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
憲
法
の
条
規
に
反

す
る
法
律
等
は
効
力
を
有
し
な
い
。
）
に
は
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

６
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
基
本
条
例
は
、
他
の
個
別
条
例
の
解
釈
基
準

と
し
て
機
能
し
う
る
こ
と
、
ま
た
、
自
治
基
本
条
例
に
反
し
て
い
る
こ

と
が
裁
量
権
の
行
使
の
適
切
性
を
判
断
す
る
上
で
の
資
料
と
な
り
う
る

こ
と
は
既
に
学
説
に
お
い
て
も
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
（
岩
崎
健
定
「
向
沿
基
本
条
例
と
住
民
自
治
」
森
Ⅲ
朗
他
編
『
分
権

改
革
の
動
態
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
八
年
）
一
八
三
頁
）
。

７
こ
の
よ
う
な
、
自
治
基
本
条
例
と
個
別
条
例
の
関
係
を
考
え
る
場
合
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資 科

第
２
鎧
高
裁
大
法
廷
判
決

教
育
基
本
法
と
個
別
的
教
育
関
係
法
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
判
決

「
旭
川
学
力
テ
ス
ト
事
件
上
告
審
判
決
」
（
昭
和
五
一
年
五
月
一
二
日
最
高

裁
大
法
廷
判
決
）

判
例
時
報
八
一
川
号
三
三
貝
。

【
判
不
内
容
］

「
…
…
教
基
法
は
、
…
…
教
育
の
根
本
的
改
革
を
目
途
と
し
て
制
定
さ
れ
た

諸
立
法
の
中
で
中
心
的
地
位
を
占
め
る
法
律
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
同
法

の
前
文
の
文
言
及
び
各
規
定
の
内
容
に
徴
し
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
同
法
に
お
け
る
定
め
は
、
形
式
的
に
は
通
常
の
法
律
規
定
と
し
て
、
こ

れ
と
矛
盾
す
る
他
の
法
律
規
定
を
無
効
に
す
る
効
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
一
般
に
教
育
関
係
法
令
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
は
、
法
律

の
解
釈
基
準
と
し
て
役
立
つ
の
は
、
法
律
で
定
め
て
い
る
各
基
本
法
と
、

そ
れ
に
関
す
る
個
別
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
判
断
し
た
、
次
の
第
２
に

述
べ
ま
す
最
高
裁
大
法
廷
判
決
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

８
こ
の
よ
う
に
、
自
治
基
本
条
例
に
最
高
規
範
性
を
条
文
と
し
て
盛
り

込
み
、
個
別
条
例
の
制
定
・
改
廃
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
自
治
基
本
条

例
と
整
合
性
を
図
る
こ
と
と
体
系
化
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
愈
要
で
あ

り
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
の
場
合
、
議
会
へ
提
案
さ
れ
た
条
例

案
に
は
、
「
最
高
規
範
」
の
文
一
言
が
癖
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

議
会
で
修
正
ざ
れ
明
確
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
一
章
自
治
の
基
本
理
念
及
び
自
治
運
営
の
基
本
原
則

（
自
治
の
基
本
理
念
）

第
五
条
市
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
基
づ
き
住
民
自
治
の
拡
充
・
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
団
体
自

治
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

目
体
に
別
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、
で
き
る
だ
け
教
基
法
の
規
定
及
び
同
法

の
趣
旨
、
目
的
に
沿
う
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
」

（
判
例
時
報
八
一
四
号
四
二
頁
三
段
目
一
八
行
目
か
ら
同
頁
四
段
目
三
行
目

参
照
。
）

第
３
結
論

１
こ
の
よ
う
に
、
殿
商
裁
大
法
廷
判
決
は
、
教
育
基
本
法
と
個
別
の
教

育
関
係
法
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
判
示
し
て
、
教
育
基
本
法
が
他
の
教

育
関
係
法
令
よ
り
も
解
釈
及
び
運
営
上
優
先
す
る
と
い
う
考
え
方
を
示

し
ま
し
た
。

２
こ
の
考
え
方
は
、
自
治
基
本
条
例
と
個
別
条
例
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
治
基
本
条
例
の
条

文
に
、
最
高
規
範
性
の
規
定
を
置
き
、
自
治
基
本
条
例
が
、
個
別
条
例

に
対
し
て
解
釈
及
び
運
営
上
、
最
大
限
尊
愈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら

か
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
極
め
て
愈
要
で
あ
り
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ま
す
。
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熊本市に|治基本条例（案）について

①
住
民
主
権

住
民
が
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
熊
本
市
の
主

権
者
と
し
て
、
住
民
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
地
方
自
治
の
根
幹

で
あ
り
ま
す
。

②
信
託
に
基
づ
く
市
政

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
熊
本
市
の
主

権
者
で
あ
る
住
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
市
議
会
及
び
市
長
は
、
二
元
代

表
制
の
も
と
で
住
民
自
治
の
原
理
に
基
づ
き
、
情
報
公
開
と
住
民
参

画
・
協
働
を
基
本
と
し
て
公
正
で
透
明
な
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
住
民
の
人
権
の
尊
重
及
び
福
祉
の
増
進

住
民
は
、
平
等
と

し
て
扱
わ
れ
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
、
性
別
、
年
齢
、
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
関
係
等
に
お
い
て
差
別
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
議
会
、
市
長
及
び
市
の
執
行
機
関
は
、
住
民
の
利
益
と
権
利
を

擁
護
し
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
最
大
限
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

③
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域
社
会
の
実
現

市
議
会
、
市
長
及

び
市
の
執
行
機
関
は
、
地
域
資
源
の
有
限
性
を
自
覚
し
、
地
域
に
お

け
る
自
然
、
経
済
、
文
化
の
均
衡
の
と
れ
た
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

目
指
し
、
国
際
的
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
情
報
公
開
と
住
民
参

画
を
基
本
と
し
た
市
政
の
も
と
に
、
多
様
で
豊
か
な
持
続
可
能
な
循

環
型
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
市
と
県
と
国
の
対
等
な
関
係

市
は
、
国
及
び
県
と
対
等
・

協
力
関
係
の
下
で
、
団
体
自
治
を
実
現
し
、
住
民
自
治
の
原
則
に
基

づ
き
、
住
民
の
市
政
へ
の
参
画
・
協
働
の
も
と
に
、
自
立
的
で
か
つ

透
明
な
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
自
治
運
営
の
基
本
原
則
）

第
六
条
住
民
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
前
条
に
定
め
る
自
治
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
基
本
原
則
の
下
に
自
治
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

⑪
住
民
自
治
の
原
則

地
域
の
問
題
は
、
住
民
自
治
の
原
則
に

よ
り
解
決
し
て
い
く
こ
と
。

②
情
報
共
有
の
原
則

市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
市
政
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
住
民
に
公
開
・
提
供
し
、
情
報
の
共
有
を
図
る

こ
と
。

｜
③
参
画
の
原
則

参
画
の
定
義
を
基
本
と
し
て
市
政
運
営
を
行

う
こ
と
。

⑨
協
働
の
原
則

協
働
の
定
義
を
基
本
と
し
て
、
進
め
る
こ
と
。

⑤
説
明
・
応
答
の
原
則

市
議
会
、
市
長
等
及
び
自
治
法
第
一

五
七
条
に
定
め
る
公
共
的
団
体
等
は
、
住
民
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

所
掌
事
務
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
か
つ
、
住
民
か
ら
の
意
見
・
質

問
等
に
対
し
て
誠
実
に
説
明
・
応
答
を
す
る
こ
と
。

２
住
民
は
、
市
政
に
参
画
又
は
協
働
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か

な
る
不
利
益
も
受
け
な
い
こ
と
。

第
三
章
自
治
運
営
を
担
う
主
体
の
役
割
と
責
務

第
一
節
住
民
の
権
利
と
責
務

（
住
民
の
権
利
及
び
責
務
）
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第
七
条
住
民
は
、
憲
法
に
規
定
す
る
基
本
的
人
権
を
有
し
、
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
良
好
な
環
境
の
も
と
で
、
自
ら
の
生
命
、
自
由

及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

２
住
民
は
、
自
治
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
主
権
者
と
し
て
、
住

民
の
代
表
を
選
ぶ
権
利
、
条
例
の
制
定
・
改
正
又
は
廃
止
、
市
長
・
市

議
会
議
員
の
解
職
請
求
等
の
直
接
請
求
を
行
う
権
利
、
住
民
監
査
請
求
、

住
民
訴
訟
の
提
起
、
そ
の
他
の
権
利
を
有
し
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

３
通
勤
・
通
学
者
及
び
半
業
者
等
は
、
法
令
又
は
そ
の
性
質
上
保
有
で

き
な
い
権
利
を
除
き
、
前
二
頂
及
び
次
頂
以
下
の
権
利
を
等
し
く
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
住
民
は
、
本
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
主

権
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
椛
利
を
有
し
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑩
市
政
に
関
し
、
市
議
会
及
び
市
長
等
に
対
し
て
、
情
報
を
取
得
す

る
権
利

②
向
己
に
係
る
個
人
情
報
の
開
示
及
び
適
正
な
措
置
を
請
求
す
る
権

利

③
市
政
に
参
画
す
る
権
利

③
市
政
に
関
し
、
意
見
を
表
明
し
、
又
は
提
案
す
る
権
利

⑤
市
政
に
関
し
、
説
明
を
求
め
る
権
利
及
び
学
習
す
る
権
利

⑥
市
議
会
及
び
市
長
等
に
対
し
て
、
協
働
を
請
求
す
る
権
利
（
以
下

「
協
働
請
求
権
」
と
い
い
ま
す
。
）
及
び
諾
否
を
す
る
権
利
（
以
下

「
協
働
諾
否
権
」
と
い
い
ま
す
。
）

⑦
安
心
・
安
全
で
、
良
好
な
自
然
的
、
社
会
的
、
文
化
的
環
境
の
も

と
で
生
き
る
権
利

⑧
青
少
年
・
子
ど
も
（
未
成
年
者
の
住
民
を
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
。
）

の
市
政
に
参
画
す
る
権
利

⑨
阿
蘇
か
ら
の
地
下
流
水
で
あ
る
市
内
の
地
下
水
を
公
水
と
位
侭
づ

け
、
清
浄
な
地
下
水
を
享
受
す
る
権
利

５
住
民
は
、
そ
の
権
利
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
の
発
言
と
行
動

に
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
事
業
者
等
は
、
自
由
で
、
京
し
た
柄
動
を
営
む
と
と
も
に
、
住
比
及

び
市
と
相
互
に
連
携
し
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
社
会

的
責
任
を
自
覚
し
て
、
地
域
社
会
と
の
調
和
を
図
り
、
安
全
で
良
好
な

環
境
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
に
務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
節
議
会
の
設
置
と
役
割

（
議
会
の
設
置
）

弟
八
条
市
に
、
議
事
機
関
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
直
接
選
挙

に
よ
り
信
託
を
受
け
た
議
員
に
よ
っ
て
織
成
さ
れ
る
議
会
を
設
置
し
ま

す
。（
市
議
会
の
権
限
等
）

第
九
条
市
議
会
は
、
住
民
の
信
託
を
受
け
た
議
覗
機
関
と
し
て
、
住
民

の
多
様
な
意
思
を
討
論
を
通
じ
て
調
整
統
合
し
、
自
治
体
と
し
て
の
団

体
意
思
を
形
成
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
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２
市
議
会
は
、
市
政
運
営
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
条
例
の
制
定
、
改

正
、
廃
止
、
予
算
の
決
定
、
決
算
の
認
定
そ
の
他
市
政
運
営
の
基
本
的

な
事
項
を
議
決
し
、
市
の
団
体
意
思
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
ま
す
。

（
市
議
会
の
責
務
）

第
一
○
条
市
議
会
は
、
広
く
多
様
な
住
民
の
意
見
を
聴
き
、
市
議
会
の

群
議
そ
の
他
の
活
動
の
透
明
性
を
確
保
し
、
開
か
れ
た
議
会
の
迎
憐
に

務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
巾
縦
会
は
、
そ
の
椛
限
の
行
使
に
究
た
っ
て
は
、
自
治
の
雑
木
班
念

及
び
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
の
っ
と
り
、
常
に
住
民
の
利
益
と
権
利

を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
基
本
に
し
て
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
市
議
会
の
会
議
）

第
了
条
巾
議
会
の
会
議
は
、
討
議
を
基
本
と
し
ま
す
・

２
議
長
か
ら
本
会
議
、
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
へ
の
出
席
を
要

請
さ
れ
た
市
長
等
は
、
議
員
の
質
問
に
対
し
て
議
長
又
は
委
員
長
の
許

可
を
得
て
、
反
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
巾
議
会
へ
の
住
比
参
加
）

鮪
一
二
条
市
議
会
は
、
論
願
及
び
陳
情
を
住
民
に
よ
る
政
策
提
一
一
一
ｍ
と
位

置
づ
け
、
委
員
会
に
お
い
て
群
議
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
提
案
肴
が
意

見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
提
案
者
と
委
員
会
の
委
員
と
が
当
該
事
案
に

関
し
て
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
巾
議
会
議
員
の
責
務
）

第
二
一
一
条
市
議
会
議
員
は
、
住
民
の
信
託
を
受
け
た
住
民
の
代
表
と
し

て
高
い
倫
理
観
の
下
、
地
域
の
課
題
や
住
民
の
意
見
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
政
策
の
提
案
及
び
立
法
に
関
す
る
活
動
に
務
め
、
か
つ
、
開
か

れ
た
議
会
運
営
を
と
お
し
て
、
住
民
の
た
め
に
誠
実
に
職
務
を
行
い
ま

す
。

第
三
節
市
長
及
び
執
行
機
関
の
設
置
と
役
割

館
一
款
巾
踵
及
び
執
行
機
関

（
市
長
及
び
執
行
機
関
の
設
悩
）

第
一
四
条
巾
に
、
主
権
肴
で
あ
る
住
比
の
面
接
選
添
に
よ
り
信
託
を

受
け
た
市
の
代
表
機
関
で
あ
る
市
長
及
び
執
行
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

（
市
長
の
権
限
）

第
一
五
条
市
長
は
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
り
信
託

を
受
け
た
市
の
代
表
と
し
て
市
を
統
轄
し
公
正
か
つ
誠
実
・
透
明
に
市

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

２
市
長
は
、
自
治
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
議
会
へ
の
議
案
の

提
出
、
予
算
の
調
整
、
職
員
の
指
揮
監
督
、
公
共
的
団
体
等
に
対
す
る

指
郷
監
督
等
の
巾
の
珈
務
を
管
理
し
、
こ
れ
を
執
行
す
る
権
限
を
有
す

る
と
と
も
に
、
市
政
全
体
の
総
合
的
な
調
終
そ
の
他
の
権
限
を
行
使
し

ま
す
。

（
市
長
の
責
務
）

第
一
六
条
市
長
は
、
そ
の
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
住
民
の

意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
こ
の
条
例
の
自
治
の
基
本
理
念
、
自
治
運
営

の
原
則
及
び
各
制
度
を
遵
守
し
、
住
民
と
の
情
報
の
共
有
及
び
市
政
へ

の
参
画
を
基
本
と
し
て
、
説
明
・
応
答
の
市
政
運
営
に
務
め
、
住
民
の
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利
益
と
権
利
を
擁
護
し
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
最
大
限
に
図
り
、
公
正

か
つ
誠
実
・
透
明
を
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
長
は
、
毎
年
度
、
市
政
運
営
の
方
針
を
定
め
、
こ
れ
を
住
民
及
び

市
議
会
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
を
含
め
達
成
状
況
を
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
執
行
機
関
の
連
携
及
び
協
力
）

第
一
七
条
市
長
及
び
執
行
機
関
は
、
所
掌
事
項
に
つ
い
て
、
自
ら
の
判

断
及
び
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
公
正
か
つ
誠
実
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、

市
長
の
総
合
的
な
調
整
の
も
と
、
一
体
と
し
て
執
行
機
関
相
互
の
連
携

及
び
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
機
能
的
な
運
営
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
参
与
等
）

第
一
八
条
市
長
は
、
市
長
の
業
務
を
補
佐
す
る
た
め
、
参
与
等
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
補
助
機
関
で
あ
る
市
の
職
員
の
責
務
）

第
一
九
条
職
員
は
、
市
長
の
補
助
機
関
と
し
て
、
そ
の
職
責
が
住
民
の

信
託
に
由
来
し
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
く
、
住
民
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
憲
法
、
法
令
及
び
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
・
自

治
運
営
の
基
本
原
則
、
各
制
度
等
を
理
解
し
、
誠
実
、
公
正
か
つ
能
率

的
に
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
職
員
は
、
地
域
課
題
の
発
見
に
務
め
、
か
つ
解
決
の
方
策
を
工
夫
し
、

先
進
自
治
体
の
実
例
に
学
び
、
政
策
実
務
の
知
識
及
び
応
用
能
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
創
意
を
も
っ
て
住
民
と
協
議
・
協
働
し
、
住

民
自
治
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
は
、
前
項
に
定
め
る
職
員
の
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
体

制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
自
己
研
修
の
た
め
に
、
多
様
な
機

会
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
２
款
行
政
運
営
の
基
本
原
則

（
行
政
運
営
の
基
本
原
則
）

第
二
○
条
市
長
等
は
、
次
の
事
項
を
基
本
と
し
、
行
政
運
営
を
行
い
ま

す
。

⑩
市
政
運
営
の
基
本
方
針
及
び
重
要
施
策
に
関
す
る
事
項
は
、
熊
本

市
に
お
け
る
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
熊
本
市
経
営
戦
略
会
議
に

お
い
て
決
定
し
ま
す
。

②
行
政
運
営
は
、
自
治
の
基
本
理
念
及
び
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に

の
っ
と
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
３
）
計
画
、
財
政
、
評
価
等
の
制
度
を
相
互
に
連
携
さ
せ
た
組
織
運

営
を
行
う
な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
４
）
法
令
の
解
釈
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
住
民
の
権
利
の
擁
護
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
５
）
組
織
及
び
制
度
は
、
簡
素
で
効
率
的
か
つ
機
能
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
継
続
的
に
改
善
し
、
む
だ
を
な
く
し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
事
業
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
６
）
出
資
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
立
目
的
に
沿
っ
た
適
正
な
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運
営
等
の
視
点
に
立
ち
、
情
報
公
開
を
進
め
る
等
必
要
な
指
導
及
び

調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
総
合
計
画
）

第
二
一
条
市
の
行
政
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
計
画
的
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
総
合
計
画
は
、
住
民
の
参
画
の
手
続
き
を
経
て
案
が
作
成
さ
れ
、
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
定
め
る
基
本
構
想
及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

雅
本
計
画
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
最
上

位
の
計
画
で
す
。

３
総
合
計
画
は
、
計
画
期
間
を
定
め
て
策
定
さ
れ
、
市
長
の
任
期
ご
と

に
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

４
総
合
計
画
の
進
行
及
び
点
検
・
評
価
・
改
善
・
見
直
し
を
審
議
す
る

た
め
の
第
三
者
機
関
と
し
て
、
総
合
計
画
進
行
評
価
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
。

５
市
長
等
は
、
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
周
知
を
図
り
、
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
進
行
を
管
理
し
、
そ
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
総
合
計
画
以
外
の
計
画
は
、
総
合
計
画
を
基
礎
と
し
て
、
財
政
計
画

の
裏
づ
け
と
結
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
健
全
で
透
明
な
財
政
運
営
）

第
二
二
条
市
の
財
政
の
状
況
を
総
合
的
に
把
握
し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
健
全
で
透
明
な
財
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
及
び
出
資
団
体
等
の
連

結
決
算
を
行
い
、
財
務
財
務
諸
表
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

３
市
は
、
予
算
書
、
決
算
書
を
作
成
す
る
た
め
、
款
・
項
別
の
説
明
に

加
え
て
、
人
件
費
を
含
む
政
策
の
原
価
、
財
源
、
事
業
採
算
等
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
目
・
節
を
明
記
し
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

４
市
は
、
経
常
収
支
率
、
人
件
費
比
率
、
公
債
費
負
担
比
率
及
び
地
方

債
残
高
比
率
等
、
財
政
運
営
に
お
け
る
主
要
な
指
標
に
関
し
て
適
正
値

を
定
め
、
中
・
長
期
の
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
公
表
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

５
市
の
予
算
は
、
総
合
計
画
及
び
行
政
評
価
等
を
踏
ま
え
て
編
成
し
、

そ
の
編
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
住
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
市
の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
予
定
、
進
行
状
況
が
明
ら

か
に
な
る
よ
う
に
、
予
算
の
執
行
計
画
を
定
め
て
、
住
民
に
公
表
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

７
市
の
決
算
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
改
善
点
を
明
確
に
し
て
、
住
民

に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

８
市
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
り
管
理
等
を
行
う
も
の
と

し
ま
す
。

仙
市
の
財
産
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
財
産
の
保
有
状
況
を
明
ら
か
に

し
て
、
財
産
の
適
正
な
管
理
及
び
効
果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
財
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産
の
管
理
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
前
号
の
管
理
計
画
は
、
財
産
の
資
産
と
し
て
の
価
値
、
取
得
の
経

過
、
処
分
又
は
取
得
の
予
定
、
川
途
、
管
班
の
状
況
、
そ
の
他
前
号

の
、
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事
項
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
定

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
財
産
の
取
得
、
符
班
及
び
処
分
は
、
法
令
等
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
鏑
百
げ
に
定
め
る
符
剛
計
阿
に
従
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

９
巾
は
、
財
政
運
営
の
効
率
的
推
進
を
図
る
た
め
、
第
三
者
機
関
と
し

て
財
政
健
全
化
推
進
委
員
会
を
設
般
し
ま
す
。

（
自
治
体
法
務
）

第
二
三
条
巾
は
、
こ
の
条
例
を
最
高
規
範
と
す
る
体
系
の
も
と
に
、
条

例
、
規
則
、
要
綱
を
蟠
備
す
る
と
と
も
に
、
各
政
策
分
野
に
お
け
る
条

例
等
を
制
定
し
、
こ
の
体
系
の
中
に
、
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

２
巾
は
、
住
氏
の
多
様
な
Ⅲ
仙
観
や
巾
の
行
政
課
迦
に
対
応
し
た
主
体

的
な
政
策
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
地
域

の
特
性
を
姓
か
し
た
、
、
治
立
法
権
と
、
、
紐
解
釈
権
を
活
川
し
、
械
極

的
な
法
務
行
政
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
は
、
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
要
望
、
活
動
に
対
し
て
、
法
務

の
側
面
か
ら
支
援
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

４
市
長
は
、
制
定
し
た
条
例
、
規
則
、
要
綱
等
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
、

毎
年
度
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

５
市
長
は
、
職
員
の
法
務
に
関
す
る
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
明
確

な
基
準
を
設
定
・
公
表
し
た
ｔ
、
職
場
内
公
募
を
実
施
し
、
法
科
大
学

院
等
へ
の
派
遣
等
を
行
い
、
職
貝
の
法
務
に
関
す
る
能
力
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
行
政
評
価
）

館
二
四
条
巾
長
は
、
効
率
的
で
か
つ
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た

め
、
全
て
の
施
策
及
び
事
業
の
行
政
評
川
を
年
一
Ｍ
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

２
市
長
は
、
評
価
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
・
向
止
を
Ｍ
っ
た
視
点
に
立
っ
て
評
価
の
折
標
等
を
定
め
る
も
の
と

し
、
評
価
に
必
要
な
行
政
評
価
情
報
を
、
積
極
的
に
住
民
に
公
開
・
提

供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
は
、
行
政
評
価
の
成
果
と
何
時
に
必
ず
問
題
点
、
改
鋳
点
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
を
総
合
計
画
、
施
策
、
事
業
、
予
算
・
財
政
、
組
織

等
の
必
要
な
見
直
し
聯
に
姓
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
市
長
は
、
行
政
評
価
の
適
正
か
つ
透
明
性
を
Ｎ
る
た
め
、
公
弊
を
含

め
た
住
乢
、
学
識
経
験
肴
、
専
門
家
等
に
よ
る
第
三
肴
機
関
と
し
て
、

行
政
評
価
委
貝
会
を
設
置
し
ま
す
。

（
行
政
改
革
）

第
工
五
条
市
は
、
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
た
え
ず
そ
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
行
政
改
械
大
綱
を
策
定
し
、
行
政
改
革

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
行
政
改
革
大
綱
は
、
総
合
計
画
と
の
調
整
の
も
と
で
策
定
さ
れ
ま
す
。
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３
行
政
改
革
大
綱
は
、
市
長
の
任
期
ご
と
に
実
施
期
間
を
定
め
て
策
定

さ
れ
ま
す
。

（
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
）

第
二
六
条
市
長
等
は
、
住
民
の
要
望
及
び
多
様
化
す
る
市
政
の
課
題
に

的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
部
局
の
連
携
を
図
り
、
総
合
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

（
要
望
、
苦
情
等
へ
の
対
応
）

第
二
七
条
市
長
等
は
、
市
政
に
関
す
る
住
民
の
要
望
、
苦
情
等
に
誠

実
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

速
や
か
に
住
民
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
長
等
は
、
住
民
か
ら
苦
情
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、

そ
の
原
因
を
追
求
し
、
再
発
防
止
、
未
然
防
止
等
の
適
正
な
対
応
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
等
は
、
毎
年
度
、
住
民
の
要
望
、
苦
情
等
へ
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
、
年
次
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
公
表
し
ま
す
。

（
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
）

第
二
八
条
市
長
は
、
住
民
の
行
政
運
営
に
関
す
る
苦
情
を
公
正
か
つ
中

立
的
な
立
場
で
、
的
確
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

権
利
利
益
の
擁
護
を
図
り
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
性
を
高
め
、
公
正
か

つ
透
明
な
行
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
別
に
条
例
で
定
め
る
熊
本
市
公

的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（
以
下
「
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と
い
う
。
）
を
設

２
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

置
し
ま
す
。

住
民
の
代
理
人
と
し
て
３
名
に
よ
り
構
成

し
、
住
民
の
申
立
て
に
係
る
苦
情
又
は
自
己
の
発
意
に
基
づ
き
取
り
上

げ
た
事
案
に
つ
い
て
、
市
長
等
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
、
若
し
く
は
是

正
等
の
措
置
を
識
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
又
は
苦
情
等
の
原
因
が
制
度
そ

の
も
の
に
起
因
す
る
と
き
は
、
当
該
制
度
の
改
善
に
関
す
る
提
言
を
行

う
も
の
と
し
ま
す
。

３
市
長
等
は
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
て
そ
の
独

立
性
を
尊
重
し
、
積
極
的
な
協
力
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
公
的
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
か
ら
勧
告
又
は
提
言
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
、

誠
実
か
つ
適
切
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
市
長
は
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務
の
遂
行
を
補
佐
す
る
た
め
、

行
政
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
市
の
職
員
以
外
の
者
を
専
門
調

森
貝
と
し
て
委
鵬
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

５
市
長
等
及
び
職
員
は
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、

協
力
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

６
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
苦
情
の
申
立
に
対
す
る
意
見
・
提
言
等
の

内
容
に
つ
い
て
、
改
善
点
及
び
問
題
点
の
指
摘
を
含
め
て
年
次
報
告
書

を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

〔
条
文
の
説
明
〕

①
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
し
た
理
由
ｌ
林
屋
礼
二
『
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
一
一
年
）
七
四
・
七
五
頁
に
よ
れ
ば
、
ス

エ
ー
デ
ン
語
の
「
マ
ン
」
は
、
男
性
・
女
性
を
包
含
し
た
「
人
」
を

も
意
味
し
て
お
り
、
本
家
ス
エ
ー
デ
ン
で
は
、
女
性
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
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ン
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
な
ん
ら
問
題
は
な
い
旨
の
記
述
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」
と
は
せ
ず
に
、
本
来

の
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
原
一
東
大
名
誉
教

授
に
よ
れ
ば
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
本
来
「
公
的
」
な
も
の
を
意
味

す
る
（
篠
原
了
林
屋
礼
二
編
集
『
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
（
信
山
社
、

一
九
九
九
年
）
五
頁
）
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
わ
が
国
に
お
い

て
存
在
す
る
私
的
な
も
の
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
」
と
し
ま
し
た
。

②
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
任
用
適
格
者
’
三
人
の
う
ち
の
一
人
は
、

高
等
裁
判
所
長
官
経
験
者
が
相
応
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
他
の

二
人
は
、
弁
護
士
・
学
識
経
験
者
が
良
い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

③
ス
エ
ー
デ
ン
か
ら
専
門
家
を
呼
び
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
実
施
ｌ
こ

の
制
度
を
実
施
す
る
際
は
、
本
家
ス
エ
ー
デ
ン
か
ら
専
門
家
を
呼
び
、

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
行
政
手
続
）

第
二
九
条
市
長
等
は
、
住
民
の
権
利
の
擁
護
と
利
益
を
図
る
た
め
、
行

政
処
分
、
行
政
指
導
、
届
出
に
係
る
手
続
き
に
関
し
、
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
前
項
の
手
続
き
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
出
資
団
体
等
）

第
三
○
条
市
長
等
は
、
出
資
団
体
等
に
関
し
、
市
と
の
関
係
、
出
資
団

体
等
の
経
営
及
び
財
政
状
態
等
に
関
し
て
、
資
料
を
作
成
し
、
毎
年
度
、

市
か
ら
の
資
金
の
流
れ
及
び
出
資
団
体
等
の
運
営
体
制
及
び
経
営
状
況

等
に
関
し
て
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

２
市
長
等
は
、
出
資
団
体
等
に
つ
い
て
、
経
営
及
び
財
政
状
態
等
を
総

合
的
に
評
価
・
検
討
し
て
、
そ
の
継
続
・
廃
止
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
、

こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
等
は
、
出
資
金
及
び
補
助
金
の
交
付
等
が
適
正
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
、
公
募
住
民
、
学
識
経
験
者
、
専
門

家
等
を
委
員
と
す
る
第
三
者
機
関
と
し
て
、
出
資
・
補
助
金
等
適
正
委

員
会
（
以
下
「
適
正
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
ま
す
。

４
前
項
の
適
正
委
員
会
の
手
続
き
、
運
営
に
関
し
て
は
、
別
に
条
例
で

定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

５
市
長
等
は
、
出
資
団
体
等
に
関
し
て
、
住
民
か
ら
苦
情
を
受
け
た
場

合
は
、
事
実
の
調
査
を
し
た
上
、
当
該
団
体
に
対
し
て
、
意
見
、
助
言

等
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
監
査
）

第
三
一
条
監
査
委
員
は
、
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営

に
係
る
事
業
の
管
理
の
監
査
並
び
に
市
の
事
務
の
執
行
の
監
査
を
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
適
法
性
及
び
妥
当
性
の
ほ
か
、
経
済
性
、

効
率
性
及
び
有
効
性
の
評
価
等
を
踏
ま
え
て
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
外
部
監
査
）

第
一
一
一
二
条
市
長
等
は
、
適
正
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
の
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
外
部
機
関
そ
の
他
第
三
者
（
以
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下
「
外
部
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
監
査
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

２
住
民
は
、
前
項
に
規
定
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
市
長
等
に
対

し
て
監
査
委
員
に
代
え
て
、
外
部
機
関
等
に
よ
る
監
査
の
実
施
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
市
長
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
外
部
機
関

等
に
監
査
を
実
施
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
監
査
を
実
施
さ
せ
な
い
と
き
は
、
請
求
し
た
住
民
に
説
明
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

４
前
三
項
に
規
定
す
る
外
部
監
査
機
関
等
に
よ
る
監
査
の
実
施
に
関
す

る
手
続
き
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
公
益
通
報
）

第
一
三
一
一
条
市
の
職
員
及
び
出
資
団
体
等
の
役
員
、
職
員
（
以
下
「
職
員

等
」
と
い
う
。
）
は
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
、
人
の
生
命
、
健
康
、

財
産
若
し
く
は
生
活
環
境
を
害
し
又
は
こ
れ
ら
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
事
実
に
気
付
い
た
と
き
並
び
に
公
益
に
反
す
る
恐
れ
の

あ
る
事
実
、
事
務
事
業
に
か
か
る
裁
量
の
誤
り
に
気
付
い
た
と
き
は
、

こ
れ
を
放
置
せ
ず
、
か
つ
、
隠
す
こ
と
な
く
そ
の
事
実
を
別
に
定
め
る

弁
護
士
等
を
委
員
と
す
る
第
三
者
機
関
等
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

２
第
三
者
機
関
等
は
、
職
員
等
の
外
、
市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
る
場
合

も
、
調
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
第
三
者
機
関
等
の
調
査
に
対
し
て
、
職
員
等
は
協
力
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

４
正
当
な
公
益
通
報
を
行
っ
た
職
員
等
は
、
そ
の
公
益
通
報
を
し
た
こ

と
を
理
由
に
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

５
公
益
通
報
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
も
の
と

し
ま
す
。

（
災
害
に
対
す
る
対
応
）

第
三
四
条
市
長
等
は
、
災
害
か
ら
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
確
保

し
、
常
に
災
害
の
事
態
に
備
え
、
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の
体
制

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
長
等
は
、
災
害
の
発
生
に
対
処
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
必
要
な
情

報
を
住
民
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
等
は
、
災
害
の
発
生
時
に
は
、
住
民
と
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
速
や
か
に
状
況
を
把
握
し
、
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
住
民
は
、
災
害
の
発
生
時
に
は
、
自
ら
の
安
全
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
人
と
し
て
、
隣
人
を
助
け
、
互
い
に
協

力
し
て
災
害
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
四
章
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
基
づ
く
制
度
等

第
一
節
情
報
共
有
と
説
明
・
応
答
責
任
に
よ
る
自
治
運
営

（
情
報
を
取
得
す
る
権
利
）
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館
三
五
条
住
民
は
、
市
政
の
主
権
者
と
し
て
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を

取
得
す
る
権
利
を
有
し
ま
す
。

（
情
報
公
開
・
共
有
の
原
則
）

第
三
六
条
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
の
公
開
と
提

供
が
、
住
民
参
画
・
協
働
及
び
透
明
な
行
政
の
運
営
に
と
っ
て
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
住
民
に
分
か
り
や
す
く
迅
速
に
公
表
、

公
開
及
び
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
行
政
の
意
思
決
定
過
程
の
情
報
の
共
有
）

第
一
二
七
条
市
長
等
は
、
そ
の
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
情
報
を
公
表
、

公
開
及
び
提
供
し
て
公
正
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

２
前
項
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
の
情
報
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
し
ま
す
。

⑩
課
題
・
目
的
の
設
定
及
び
そ
の
背
景
、
総
過
、
理
由

②
検
討
し
た
他
の
複
数
の
政
策
・
計
画
案
の
内
容
及
び
決
定
の
即
由

③
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
・
計
画
等
と
の
比
較
検
討
状
況

⑨
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け

⑤
当
該
政
策
・
計
画
に
関
係
あ
る
法
令
及
び
条
例
等

⑥
政
策
・
計
画
等
の
実
施
に
か
か
わ
る
予
算
・
財
政
等
の
状
況

の
将
来
に
わ
た
る
政
策
・
計
画
等
の
コ
ス
ト
の
計
算
結
果

⑧
政
策
・
計
画
等
に
か
か
る
住
民
参
加
の
状
況

（
情
報
公
開
制
度
の
確
立
）

第
三
八
条
市
の
保
有
す
る
情
報
は
、
情
報
公
開
制
度
の
対
象
に
な
り
、

住
民
は
市
に
対
し
て
情
報
の
開
示
請
求
が
で
き
ま
す
。

２
市
は
、
次
の
各
号
の
情
報
を
、
公
表
・
公
開
及
び
提
供
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

⑪
計
画
に
関
す
る
情
報
（
総
合
計
画
、
実
施
計
画
、
事
業
計
画
及
び

分
野
別
計
画
、
地
域
計
画
、
地
区
計
画
、
国
及
び
他
の
自
治
体
と
関

連
す
る
計
画
）

②
条
例
制
定
、
改
正
及
び
廃
止
に
関
す
る
情
報

③
行
政
評
価
に
関
す
る
情
報

側
財
政
、
予
算
及
び
決
算
等
に
関
す
る
情
報

⑤
住
民
参
画
に
関
す
る
情
報

⑥
行
政
と
の
協
働
に
関
す
る
情
報

、
出
資
団
体
等
に
関
す
る
情
報

⑧
そ
の
他
、
新
し
く
発
生
し
た
事
務
で
、
住
民
に
対
し
重
要
な
影
響

を
及
ぼ
す
情
報

３
市
は
、
先
進
自
治
体
の
施
策
及
び
具
体
的
覗
例
等
を
調
査
、
検
討
し
、

こ
れ
を
本
市
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
市
の
情
報
の
収
集
及
び
管
理
）

第
三
九
条
市
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
正
確
か
つ
適
正
に
収
集
し
、

住
民
に
速
や
か
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
基
準
に
よ
り
、
整

理
し
、
保
存
及
び
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
個
人
情
報
保
護
）

第
四
○
条
市
は
、
住
民
の
基
本
的
人
権
で
あ
る
個
人
の
尊
厳
を
確
保
す
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第
二
節
参
画
に
よ
る
自
治
遮
肯

（
参
画
推
進
の
原
則
）

第
川
二
条
巾
は
、
住
此
の
参
川
を
推
進
し
、
住
民
の
参
画
の
機
会
を
保

障
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
住
民
参
画
制
度
の
確
立
）

第
四
三
条
市
は
、
住
民
が
市
政
に
参
画
を
保
障
す
る
た
め
、
次
に
挙
げ

る
重
要
事
項
は
、
参
画
の
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
次
に
掲
げ
る
計
画
の
策
定
、
計
画
の
進
行
管
理
、
計
画
の
改
定
及

る
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
を
厳
正
に
行
な
う
と
と
も
に
、
住
民
の
自

己
に
係
る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
等
を
請
求
す
る
権
利
に
対
し
て
、

適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
前
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

条
例
で
定
め
ま
す
。

（
説
明
及
び
応
答
責
任
）

第
川
｛
灸
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
意
思
決
定
過
税
に
お
け
る
情
報
等

を
含
め
て
市
政
に
関
す
る
珊
項
に
つ
い
て
、
誠
実
に
説
明
及
び
応
答
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

２
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
要
望
・
疑

問
等
に
対
し
、
関
係
資
料
を
明
ら
か
に
し
て
、
対
話
を
通
し
て
誠
実
に

応
答
す
る
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

３
公
共
的
団
体
等
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
に
関
し
住
民
か
ら
の
意
見
、

質
問
等
に
対
し
て
、
誠
実
に
説
明
・
応
答
し
ま
す
。

ぴ
廃
止
の
と
き
。

ァ
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
基
本
計
画
二
○
年
計
画
）
）

イ
実
施
計
画
（
三
年
計
画
）
、
事
業
計
画
（
一
年
計
画
）

ウ
分
野
別
計
画

エ
地
域
計
画
、
地
区
計
画
（
小
学
校
単
位
）

オ
法
令
又
は
条
例
に
規
定
す
る
計
伽

力
国
及
び
他
の
ｎ
桁
体
に
か
か
わ
る
計
阿

②
条
例
、
規
則
及
び
要
綱
（
政
策
、
計
画
、
珈
業
の
雌
準
等
を
定
め

る
も
の
）
を
制
定
、
改
定
及
び
廃
止
す
る
と
き
。

③
予
算
の
編
成
及
び
決
算
の
と
き
。

③
住
民
の
生
活
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
方
針
、
政
策
及
び
計
阿
の

策
定
・
改
定
の
と
き
。

⑤
行
政
評
価
の
実
施
の
と
き
。

２
参
画
の
形
態
及
び
参
画
の
手
続
は
、
住
民
の
多
様
な
意
見
が
反
映
で

き
る
よ
う
に
手
だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
は
、
参
画
の
評
価
を
行
な
う
た
め
、
第
三
者
機
関
と
し
て
住
民

参
画
推
進
評
価
委
員
会
を
設
価
し
ま
す
。

４
住
比
参
画
推
進
評
価
委
員
会
は
、
巾
腫
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る

評
価
結
果
の
問
題
点
及
び
改
善
点
に
つ
い
て
、
勧
止
口
・
提
言
を
行
う
も

の
と
し
ま
す
。

５
市
長
は
、
住
民
参
画
推
進
評
価
委
員
会
の
勧
告
・
提
言
が
な
さ
れ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
住
民
参
画
推
進
評
価
委
員
会
は
、
住
民
の
参
画
の
記
録
を
各
年
度
毎
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に
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

７
住
民
参
画
に
関
す
る
手
続
き
等
に
関
し
て
は
、
別
に
住
民
参
画
推
進

条
例
で
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
市
政
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
）

第
四
四
条
市
は
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
、
多
様
な
生
き
方
を
地

域
に
お
い
て
選
択
し
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
し
、
責
任

を
分
か
ち
合
え
る
地
域
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
は
、
男
女
の
平
等
を
基
本
に
し
て
、
市
政
に
男
女
が
多
様
に
参
画

で
き
る
よ
う
に
手
だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
地
域
社
会
を
、
着
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
男
女
共
同
参
画
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
女
性
の
ス
タ
ッ
フ
及
び
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
を
育
成
し
、
充

実
し
た
組
織
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
市
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進
の
た
め
、
第
三
者
機
関
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
市
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
公
表

し
な
け
れ
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

７
市
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
し
及
び
第
三
者
機
関
と
し
て
設
置

す
る
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま

す
。（
青
少
年
、
子
ど
も
の
市
政
へ
の
参
画
の
推
進
）

第
四
五
条
青
少
年
及
び
子
ど
も
は
、
教
育
を
受
け
健
康
に
育
つ
権
利
が

あ
り
ま
す
。

２
青
少
年
及
び
子
ど
も
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
市
政
に
参
画
す
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

３
青
少
年
及
び
子
ど
も
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
市
政
に
関
し
、
意
見

を
述
べ
提
案
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

４
青
少
年
及
び
子
ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
相
応
し
い
形
で
市
政

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
能
力
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

５
市
及
び
住
民
は
、
青
少
年
及
び
子
ど
も
が
能
力
に
応
じ
た
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
適
切
な
支
援
に
務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

６
市
は
、
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
及
び
高
校
生
の
参
加
す
る
「
こ
ど

も
議
会
等
」
の
学
習
の
機
会
を
付
与
し
、
多
様
な
支
援
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

（
住
民
の
学
習
に
対
す
る
支
援
）

第
四
六
条
住
民
は
、
自
ら
考
え
判
断
し
市
政
に
参
画
す
る
た
め
、
学
習

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
市
は
、
新
し
い
課
題
の
発
生
等
に
つ
い
て
、
学
習
会
を
積
極
的
に
開

催
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
学
習
を
保
障
す
る
た
め
、
学
習
す
る
機
会
、

場
所
の
提
供
及
び
講
師
の
派
遣
等
の
支
援
を
し
ま
す
。

３
住
民
は
、
市
に
対
し
て
学
習
す
る
た
め
の
場
所
の
提
供
、
学
習
の
目

的
に
応
じ
た
講
師
の
要
請
等
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
意
見
及
び
提
案
制
度
）
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第
四
七
条
市
長
は
、
住
民
か
ら
の
意
見
及
び
計
画
等
の
提
案
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

２
住
民
、
通
勤
通
学
者
及
び
噸
業
者
等
は
、
意
兄
の
表
明
又
は
計
画
の

提
案
が
で
き
ま
す
。

３
市
長
は
、
提
案
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
提
案
者
の
説
明
を
聞
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
巾
奨
は
、
第
三
荷
機
関
で
あ
る
住
比
意
見
提
案
評
価
委
員
会
を
設
悩

し
ま
す
。

５
市
長
は
、
提
案
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
評
価
を
公
表
し
市
政
に
反

映
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

６
市
長
は
、
意
見
及
び
提
案
に
関
し
て
、
毎
年
度
年
次
報
告
書
を
作
成

し
、
公
表
し
ま
す
。

７
市
長
は
、
提
案
の
手
続
き
等
及
び
第
三
者
機
関
と
し
て
設
置
す
る
住

比
意
兄
提
案
評
価
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

第
囚
八
条
市
長
等
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画
、
重
要
な
条
例
案
等
を
策

定
す
る
に
門
た
り
、
住
民
の
意
兇
を
反
映
す
る
た
め
に
瓢
前
に
案
を
公

表
し
、
広
く
住
民
に
対
し
て
説
明
を
し
、
説
明
会
場
等
で
文
書
及
び
口

頭
で
直
接
住
比
に
説
明
し
、
そ
の
質
問
に
対
話
を
通
じ
て
誠
実
に
応
答

し
ま
す
。

２
市
奨
等
は
、
前
双
の
手
続
き
に
よ
り
提
川
さ
れ
た
住
此
の
意
見
を
輔

璽
し
て
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
提
出
さ
れ
た

意
見
に
対
す
る
市
長
等
の
考
え
方
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
公
表
に
際
し
て
は
、
意
見
を
取
り
入
れ
な
い
場
合
の
理
由
も
含
め

て
公
表
し
ま
す
。

３
市
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
及
び
提
案
に
関
し
て
、
毎
年

度
年
次
報
告
書
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
す
。

４
前
一
一
一
項
の
手
続
き
及
び
公
表
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

（
審
議
会
・
市
民
会
議
等
）

第
川
九
条
市
長
等
は
、
住
民
及
び
学
識
者
等
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
群
議
会
・
市
民
会
議
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
市
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
・
市
民
会
議
等
を
設
置
す

る
と
き
は
、
設
世
ｕ
的
等
に
応
じ
て
委
員
の
選
出
基
準
を
明
碓
に
し
て

こ
れ
を
公
表
し
、
そ
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
男
女
の
比
率
、
年
齢
榊

成
、
選
州
区
分
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
る
就
任
及

び
同
時
期
に
複
数
の
審
議
会
・
市
民
会
議
等
の
委
員
に
就
任
す
る
こ
と

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
比
が
委
貝
に
就
任
で
き
る
よ
う
選
任
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
市
長
等
は
、
委
員
の
う
ち
の
三
分
の
一
を
住
民
か
ら
公
募
し
、
委
員

に
選
任
し
ま
す
。

４
前
項
の
公
募
委
員
は
、
学
識
経
験
者
を
含
む
第
三
者
委
員
会
に
よ
り
、

選
考
し
ま
す
。

５
前
二
項
の
公
募
の
基
準
、
審
査
基
準
及
び
住
民
か
ら
の
応
募
期
間
は
、

少
な
く
と
も
一
箇
月
間
を
碓
保
し
た
上
で
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
し
、

選
任
さ
れ
た
公
募
委
員
の
論
文
等
の
結
来
は
、
こ
れ
を
公
表
し
て
、
選

任
の
公
正
・
透
明
性
を
確
保
し
ま
す
。
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６
市
長
等
は
、
法
令
、
条
例
等
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
審
議
会
等
の
会
議
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（
住
民
投
票
）

第
五
○
条
市
長
は
、
市
政
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
広
く
直

接
住
民
の
意
見
を
確
認
す
る
た
め
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２
年
齢
満
一
八
歳
以
上
の
住
民
及
び
年
齢
満
一
八
歳
以
上
の
定
住
外
国

人
で
熊
本
市
に
引
き
続
き
三
月
以
上
住
所
を
有
す
る
者
で
、
別
に
条
例

で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
（
以
下
「
請
求
権
者
」
と
い
う
。
）
は
、

市
政
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
請
求
権
者
の
総
数
の
五
○
分

の
一
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ
て
、
そ
の
代
表
者
か
ら
市
長
に
対
し
て

住
民
投
票
の
実
施
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
請

求
の
要
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
二
○
日
以
内
に
意
見
を
付
し
て
、

こ
れ
を
市
議
会
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
市
議
会
議
員
は
、
市
政
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
定

数
の
一
二
分
の
一
以
上
の
者
の
賛
成
を
得
て
、
住
民
投
票
を
規
定
し
た

条
例
案
を
、
市
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
住
民
投
票
を
発
議
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

５
市
長
は
、
市
政
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
住
民
投
票
を
規

定
し
た
条
例
案
を
市
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
住
民
投
票
を
発
議
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
市
長
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
及
び
前
２
項
の
規
定
に
よ
り

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
住
民
投
票
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

７
市
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
権
者
の
連
署
が
、
直
近
の
市

議
会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
の
投
票
率
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
高
い
投

票
率
の
六
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
と
き
は
、
第

三
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
住
民
投
票
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

８
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
住
民
投
票
に
関
し
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

９
住
民
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
結
果
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔
条
文
の
説
明
〕

本
条
例
案
に
規
定
す
る
住
民
投
票
は
、
常
設
型
・
拘
束
型
の
住
民
投
票
条

例
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
本
条
第
七
項
が
必
要
的
住
民
投
票
の
実
施
義
務
を
市
長
に
負
わ
せ

る
規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
規
定
中
、
「
六
分
の
一
の
連
署
」
の
根
拠
は
、
市
町
村
の
合

併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
六
分
の
一
以

上
の
連
署
を
も
っ
て
」
を
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
要
件
で
な
さ
れ
る
住
民
投
票
の
結
果
も
、

本
件
の
自
治
基
本
条
例
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
、
必
要
的
住
民
投
票
の
実
施
の
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結
果
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
型
の
住
民
投
票
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
結
果
に

拘
束
さ
れ
る
と
の
規
定
を
本
条
第
九
項
に
新
し
く
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
拘
束
型
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
賛
否
い
ろ
い
ろ
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。
（
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
分
類
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
と
り

あ
え
ず
、
赤
坂
正
浩
「
地
方
自
治
体
の
政
策
決
定
に
お
け
る
住
民
投
票
ｌ

憲
法
論
と
政
策
論
」
法
学
教
室
二
一
二
号
、
一
九
九
八
年
、
八
頁
’
一
二
頁

参
照
。
な
お
、
肯
定
説
と
し
て
、
辻
村
み
よ
子
「
憲
法
第
３
版
』
（
日
本
評
論

社
、
二
○
○
八
年
）
五
一
九
頁
’
五
二
八
頁
参
照
）
。

も
ち
ろ
ん
、
法
律
専
門
家
で
は
な
い
住
民
が
発
案
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

内
容
的
適
法
性
に
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
産
廃
施
設

等
の
行
政
処
分
と
住
民
投
票
結
果
の
拘
束
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
題
が
あ

る
と
の
指
摘
も
確
か
に
あ
り
ま
す
。

確
か
に
、
拘
束
型
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
、
ま
た
、
条
例
自
体
に
予
め
定
め
て
お
く
べ
き
事
項

は
、
多
く
あ
り
ま
す
（
前
掲
平
松
弘
光
『
分
権
時
代
の
市
民
立
法
』
三
二
頁

’
三
一
一
一
頁
参
照
）
。

私
は
、
拘
束
型
住
民
投
票
条
例
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
す
。

す
な
わ
ち
、

①
自
治
法
第
九
四
条
に
基
づ
く
町
村
総
会
は
、
憲
法
上
の
議
事
機
関
と

さ
れ
て
い
る
の
は
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
村
総
会
の
議
決

に
よ
り
制
定
し
た
条
例
に
基
づ
き
、
拘
束
型
住
民
投
票
条
例
を
設
け

る
こ
と
は
違
憲
・
憲
法
で
は
な
い
こ
と
。

②
合
併
特
例
法
は
、
市
町
村
の
合
併
協
議
会
の
設
置
協
議
に
つ
い
て
、

住
民
投
票
の
結
果
を
、
合
併
請
求
市
町
村
の
議
会
が
可
決
し
た
も
の

と
み
な
す
（
法
第
四
条
第
一
七
項
）
と
の
直
接
民
主
制
を
認
め
る
規

定
を
お
い
て
い
る
こ
と
。

③
地
方
自
治
体
の
本
旨
は
、
住
民
自
治
を
根
底
に
お
い
た
直
接
民
主
制

こ
そ
が
、
本
則
で
あ
っ
て
、
間
接
民
主
制
は
弊
害
予
防
の
た
め
の
補

完
的
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
住
民
が
直
接
に
長
と
議
会
の
議
員
を
選
挙
（
間
接
民
主
制
）
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
内
務
大
臣
が
官
選
す
る
よ
う
な

非
民
主
的
な
手
法
を
採
用
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
間
接
民
主
制
で
な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
い
こ
と
ま
で
規
定

し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
担
当
者

と
の
交
渉
経
緯
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
）
。
だ
か
ら
こ
そ
、

本
則
で
あ
り
、
か
つ
、
直
接
民
主
制
の
現
れ
で
あ
る
「
町
村
総
会
」

を
、
憲
法
上
の
議
事
機
関
と
し
て
そ
れ
が
本
来
的
な
姿
と
し
て
有
効

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
町
村
総
会
を
実
質

上
葬
り
去
ろ
う
と
の
意
図
で
動
い
た
内
務
省
と
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

と
の
攻
防
は
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
す
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
拘
束
型
住
民
投
票
条
例
は
、
憲
法
、
自
治
法
に
違
反

す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
自
治
体
へ
の
帰

属
意
識
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
賛
否
双
方
の
住
民
に
と
っ

て
も
、
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

な
お
、
森
田
朗
教
授
は
、
「
筆
者
自
身
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
住
民
投
票
制
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第
三
節
協
働
に
よ
る
自
治
運
営

（
協
働
の
推
進
の
基
本
原
則
）

第
五
一
条
巾
は
、
住
民
と
の
協
働
を
推
進
し
、
対
等
な
立
場
で
Ⅱ
的
を

共
有
し
、
相
互
の
立
場
を
尊
重
し
、
協
力
し
て
目
的
を
達
成
し
ま
す
。

２
住
民
と
市
長
等
問
の
協
働
は
、
対
等
な
立
場
で
協
議
し
、
協
定
を
締

結
し
て
、
公
共
的
Ｈ
的
を
達
成
し
ま
す
。

３
住
民
は
、
市
長
等
に
対
し
て
、
協
働
の
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

４
市
長
等
は
、
前
項
の
住
民
か
ら
の
協
働
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
は
、

こ
れ
に
対
し
て
誠
実
に
対
応
し
、
協
働
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
を
設
け

ま
す
。

５
協
働
に
か
か
る
手
続
き
、
協
働
の
形
態
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例

で
定
め
ま
す
。

（
協
働
推
進
評
価
委
員
会
の
設
置
）

度
を
設
け
る
以
上
は
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
制
度
と
す
べ
き
で
あ
り
、
諮
問

的
投
票
制
度
を
条
例
で
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
可
能
で
あ
り
、

改
め
て
論
じ
る
ま
で
も
な
い
と
考
え
る
が
、
拘
束
力
の
あ
る
制
度
を
設
け
る

場
合
に
は
、
そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や
対
象
と
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
制
陛
を
創
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
」
（
森
川
朗

「
地
力
ｎ
輪
と
民
主
雁
義
住
民
投
票
制
度
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
都
市
獅
題

研
究
第
四
九
巻
一
一
一
号
。
一
九
九
七
年
、
三
五
頁
参
照
。
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
。

第
四
節
住
民
日
治
に
よ
る
地
域
日
治
の
運
営

第
一
款
地
域
に
お
け
る
住
民
の
自
治
活
動
の
推
進

（
地
域
に
お
け
る
住
民
と
諸
団
体
と
の
自
治
活
動
の
原
則
）

第
五
三
条
住
民
は
、
住
民
自
治
の
原
則
に
基
づ
い
て
地
域
に
お
け
る
、

治
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
的
貢

献
活
動
、
地
域
づ
く
り
そ
の
他
の
口
主
的
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

主
体
的
に
組
織
等
を
作
り
、
自
主
的
か
つ
自
立
し
た
活
動
を
営
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２
住
民
は
、
住
民
相
互
の
連
帯
及
び
責
任
に
基
づ
き
、
互
い
の
意
見
及

び
行
動
を
尊
顛
し
、
福
祉
の
充
実
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
教
育
の
向

上
、
住
民
が
住
み
よ
い
良
好
な
環
境
等
の
地
域
社
会
の
実
現
を
Ⅱ
指
し

た
地
域
計
両
を
策
定
し
、
こ
れ
に
向
け
て
活
動
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

３
市
腫
等
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
噂
重
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

及
び
公
民
館
等
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
地
域

行
政
を
推
進
し
ま
す
。

４
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

（
学
校
と
地
域
と
の
連
携
）

第
五
四
条
教
育
委
員
会
は
、
地
域
と
連
携
協
力
し
、
保
護
者
、
地
域
住

第
五
二
条
住
民
と
市
長
等
間
の
協
働
す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
と
し
て
、

協
働
推
進
評
価
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

２
市
は
、
毎
年
度
年
次
報
告
書
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

(熊本法学117号'0９ 1６



熊本市に｜治基本条例（案）について

此
の
学
校
運
営
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る
と
同
時
に
、
地
域
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
の
役
割
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
し

ま
す
。

第
二
款
都
市
内
分
権

（
合
併
特
例
区
）
（
旧
富
合
町
）

第
五
五
条
市
は
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
を
区
域
と
す
る
合
併
特

例
区
を
設
椴
し
ま
す
。

２
市
は
、
合
併
特
例
区
に
合
併
特
例
区
協
議
会
、
合
併
特
例
区
長
及
び

事
務
所
を
置
き
ま
す
。

３
巾
隆
は
、
合
併
特
例
区
協
議
会
の
樅
成
貝
及
び
合
併
特
例
区
腫
の
選

任
を
、
公
正
で
、
か
つ
、
合
併
特
例
区
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
住
民

の
多
様
な
意
兄
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
住
民
に
よ

る
投
票
を
主
体
と
し
た
選
任
手
続
き
を
採
用
し
ま
す
。

４
曲
一
一
一
噸
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
合
併
特
例
区
の
設
澗
に
関
し
必
要

な
躯
項
並
び
に
合
併
特
例
区
協
議
会
の
構
成
員
及
び
合
併
時
例
区
艮
の

選
任
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

〔
条
文
の
説
明
〕

ｎ
治
基
本
条
例
素
案
の
ど
こ
を
見
て
も
、
都
市
内
分
樅
に
つ
い
て
の
条
文

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
検
討
委
員
会
で
は
、
合
併
の
相
手
方
、
治
体
を
除
い

て
の
縦
論
は
不
適
切
と
の
愈
兄
が
出
さ
れ
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
議
論
は

進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
令
指
定
都
市
に
な
る
こ
と
が
確
実
な
熊
本
市
が
、
将

米
の
自
治
の
姿
・
制
度
を
合
併
前
に
明
ら
か
に
し
て
、
関
係
住
民
に
示
す
こ

と
こ
そ
が
、
自
治
体
と
し
て
と
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
都
巾
内
分
権
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
を
述
べ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
平
成
一
一
○
年
四
月
一
Ⅱ
施
行
の
上
越
巾
向
治
雄
本
条
例
館
三

一
条
三
項
は
、
都
市
内
分
権
を
規
定
し
て
、
地
域
自
治
区
に
設
置
さ
れ
た

「
地
域
協
縦
会
の
榊
成
、
の
選
任
」
を
地
域
Ⅲ
猯
Ⅸ
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
住
民
（
条
例
上
は
市
民
と
規
定
）
に
よ
る
投
票
を
振
体
と
し
た
選
任
手
続

き
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
上
越
市
長
は
、
「
当
該
投
票
の
結
采
を
蝋

晒
し
、
委
貝
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
］
（
ｋ
越
巾
地
域
協
縦
会
委
瓜

の
選
任
に
関
す
る
条
例
（
平
成
一
六
年
条
例
筋
三
○
ｍ
〃
）
第
三
条
）
と
、
規

定
し
て
住
民
、
論
を
堆
礎
と
し
た
有
椛
群
に
よ
る
選
挙
を
雌
本
と
し
た
「
準

公
選
制
」
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
政
令
指
定
郁
巾
に
な
る
こ
と
が
硴
笑
な
熊
本
Ⅲ
に
あ
っ
て
は
、
耶

巾
内
分
樅
の
採
用
は
、
な
お
さ
ら
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
政
令

指
定
都
市
の
人
ｎ
要
件
を
緩
和
し
て
そ
の
実
現
を
容
易
に
し
た
そ
の
真
意
は

ど
こ
に
あ
る
か
と
一
薑
一
一
口
う
と
、
「
道
州
制
の
採
川
を
確
問
と
す
る
た
め
に
、
都
遊

府
県
に
権
限
と
財
源
を
移
譲
せ
ず
に
、
都
道
府
県
を
空
洞
化
す
る
各
種
の
制

度
改
琉
を
し
て
、
都
道
府
県
制
度
の
外
堀
を
皿
め
る
よ
う
な
姑
凪
な
手
法
が

続
い
て
い
る
」
こ
と
が
、
そ
の
答
え
で
あ
り
ま
す
。
（
筆
者
の
一
道
州
制
問
題

の
法
的
視
点
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
弐
○
○
八
年
、
八
四
頁
参
雌
両
）
。
な
お
、
金

井
利
と
「
自
治
制
度
』
（
東
京
大
学
出
版
、
巳
○
○
七
年
）
七
九
頁
～
八
○
典

も
参
照
。
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資 料

こ
の
よ
う
に
、
道
州
制
の
採
用
を
確
固
と
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、

政
令
指
定
都
市
の
人
口
要
件
の
緩
和
で
あ
る
こ
と
は
、
識
者
等
の
間
で
は
周

知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
の
単
著
『
道
州
制
問
題
の
法
的
視
点
」
に
、
道
州
制
の
採
用
は
、
住
民

自
治
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
都
道
府
県

制
度
そ
の
も
の
を
、
廃
止
す
る
点
に
お
い
て
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
ま
す
。

松
澤
神
奈
川
県
知
事
、
橋
下
大
阪
府
知
事
、
東
国
原
宮
崎
県
知
事
、
蒲
島

熊
本
県
知
事
等
一
三
府
県
知
事
は
、
自
民
・
公
明
・
民
主
三
党
に
道
州
制
推

進
施
策
を
公
約
に
織
り
込
む
よ
う
要
請
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
平
成

二
一
年
七
月
一
七
日
熊
本
日
日
新
聞
・
夕
刊
・
一
面
参
照
。
な
お
、
平
成
二

一
年
七
月
二
六
日
熊
本
日
日
新
聞
朝
刊
・
社
説
「
都
道
府
県
制
に
未
来
は
な

い
か
」
で
蒲
島
知
事
に
対
し
て
県
民
へ
の
説
明
を
求
め
て
い
る
が
、
当
然
で

あ
ろ
う
）
。

こ
の
よ
う
な
要
請
は
、
私
の
著
者
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
憲
法
論
及
び
住

民
自
治
論
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
厳
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
蒲
島
知
事
は
、
「
道
州
制
は
地
方
分
権
の
究
極
の
姿
」
（
前
掲
七

月
一
七
日
付
熊
日
夕
刊
参
照
。
）
等
と
全
く
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
県
民
に
与

え
て
い
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
二
二
年
四
月
一
七
日
公
布
さ
れ
た
、
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
第
一
一
七
一
条
に
は
、
行
政
区
の
区
長
は
、
公
選

制
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
二
年
五
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
、
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
二
年
政
令
第
一
六
号
）
第
一
九
七
条
に
は
、
特
別
市
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
行
政
区
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の

は
、
区
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
法
令
上
は
、
公
選
制
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
結
局
こ
の
五
大

市
（
大
阪
市
、
京
都
市
、
名
古
屋
市
、
横
浜
市
、
神
戸
市
）
を
持
つ
五
大
府

県
は
、
特
別
市
を
指
定
す
る
法
律
に
反
対
し
て
、
こ
こ
に
五
大
市
対
五
大
府

県
の
一
○
年
近
い
争
い
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
大
都
市
制
度

史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
大
都
市
制
度
史
』
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
昭
和
五
九
年
）
一
二

一
七
頁
参
照
。
）
。

結
局
昭
和
三
一
年
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
一
一
二
年

法
律
第
一
四
七
号
）
に
よ
り
「
第
三
篇
巾
第
一
章
特
別
市
」
が
削
除
さ

れ
、
特
別
市
に
代
わ
っ
て
「
政
令
」
指
定
都
市
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、

行
政
区
の
区
長
の
公
選
制
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
政
令
指
定
都
市
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
き
て

結
局
人
口
要
件
を
緩
和
し
て
道
州
制
の
実
現
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
の
空

洞
化
を
意
図
し
た
政
令
指
定
都
市
の
成
立
に
は
、
「
道
州
制
問
題
の
法
的
視
点
」

の
著
者
と
し
て
、
消
極
的
立
場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
都
市
内
分
権
の
確
立
・
充
実
を
図
る
た
め
、
行

政
区
長
の
選
任
に
つ
い
て
「
準
公
選
制
」
の
採
用
は
、
不
可
欠
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
、
将
来
的
に
は
、
地
方
自
治
法
を
改
正
し
て
、
行
政
区
長
の
公
選

制
の
採
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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熊本市自治基本条例（案）について

第
五
節
自
治
推
進
委
員
会
の
設
置

（
自
治
推
進
委
員
会
の
設
置
）

第
五
六
条
熊
本
市
の
自
治
の
基
本
理
念
・
自
治
運
営
の
基
本
原
則
及
び

自
治
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
自
治
法
第
一
三
八
条

の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
附
属
機
関
と
し
て
熊
本
市
自
治
推
進
委
員
会

（
以
下
「
自
治
推
進
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
。
）
を
設
置
し
ま
す
。

２
自
治
推
進
委
員
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
基
づ
く
事
項
の
審
議
の
外
、

自
治
推
進
委
員
会
の
発
意
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
自
治
推
進
の
事
項
に

つ
い
て
も
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
答
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

３
市
長
は
、
自
治
推
進
委
員
会
の
答
申
及
び
提
言
を
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

４
自
治
推
進
委
員
会
は
、
地
方
自
治
に
識
見
を
有
す
る
者
及
び
住
民
に

よ
る
計
一
五
人
以
内
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。

５
自
治
推
進
委
員
会
の
委
員
は
、
透
明
か
つ
公
正
な
選
任
基
準
の
も
と

に
、
第
三
者
機
関
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

６
自
治
推
進
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
前
任

者
の
残
任
期
間
と
し
ま
す
。

７
住
民
は
、
自
治
推
進
委
員
会
に
対
し
て
、
要
望
等
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

８
自
治
推
進
委
員
会
は
、
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
等
を
直
接
意
見

を
交
換
し
た
上
、
審
査
・
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
提
案
者
に
直
接
説
明

し
ま
す
。

９
自
治
推
進
委
員
会
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
、
市
長
等
及
び
補
助
機
関

で
あ
る
職
員
は
、
協
力
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

、
自
治
推
進
委
員
会
の
会
議
は
、
少
な
く
と
も
年
一
二
回
開
催
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

ｕ
自
治
推
進
委
員
会
の
会
議
は
、
公
開
と
し
、
議
事
録
は
速
や
か
に
公

表
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

皿
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
治
推
進
委
員
会
の
組
織
及
び
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

〔
条
文
の
説
明
〕

自
治
基
本
条
例
素
案
第
三
七
条
に
、
自
治
推
進
委
貝
会
に
関
す
る
規
定
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
素
案
第
三
七
条
は
、
推
進
委
員
会
に
よ
っ
て
審
議
す
る

内
容
を
、
「
自
治
運
営
の
基
本
原
則
」
に
限
ら
れ
と
す
る
極
め
て
限
定
し
た
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
自
治
運
営
の
基
本
原
則
」
の
内
容
は
、
⑪
情
報
共
有
の
原
則
、
②
参
画
の

原
則
、
③
協
働
の
原
則
と
い
う
、
三
つ
の
原
則
し
か
そ
の
内
容
に
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
こ
の
三
点
に
つ
い
て
の
み
、

市
長
は
、
推
進
委
員
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
事

項
は
、
諮
問
の
対
象
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
当
然
推
進
委
員
会
の
構
成
委
員
も
、

審
議
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
構
造
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
自
治
基
本
条
例
の
改
正
の
有
無
の
審
議
す
ら
市
長

119（熊本法学117号『09）
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は
、
推
進
委
員
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
極
め
て
癖
議
内
容
が
狭
め
ら
れ
た
条
文
榊
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の

よ
う
な
重
要
な
点
に
つ
い
て
、
市
長
が
邸
解
し
て
い
な
い
、
又
は
説
明
す
ら

受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
問
題
と
一
雨
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
他
の
Ⅲ
治
体
の
規
定
例
を
兄
て
几
ま
ず
□

例
え
ば
政
令
指
定
都
巾
で
あ
る
脈
Ⅲ
巾
の
場
合
、
静
岡
Ⅲ
市
民
ｎ
桁
椎
進

群
議
会
が
設
樅
さ
れ
（
輔
旦
七
条
一
ｍ
｝
て
お
り
ま
す
□

そ
し
て
、

「
第
二
七
条
二
項
推
進
群
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る

靭
項
を
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
梓
叩
す
る
。

Ⅲ
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
蔽
要
鞭
、
に
関
す
る
こ
と
、

②
こ
の
条
例
の
適
切
な
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

③
こ
の
条
例
の
見
祓
し
に
関
す
る
こ
と
’

Ⅲ
前
一
一
《
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
巾

隆
が
必
要
が
あ
る
と
腿
め
る
躯
項
に
側
す
る
こ
と
］

と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
も
、
熊
本
巾
の
条
例
素
案
の
群

縦
内
容
が
い
か
に
狭
い
も
の
で
あ
る
か
が
剛
解
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
静
岡
巾
や
多
摩
市
の
条
例
の
「
口
治
推
進
委
員

会
」
で
審
議
対
象
に
し
て
い
る
「
日
給
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
し
、
市
長
に
鱒
巾
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
」
（
条
例
第
一
一
一
○
条
二
項
）
と
の

規
定
等
を
参
考
に
し
て
、
条
例
素
案
は
、
大
幅
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
、

第
六
章
条
例
の
制
定
及
び
見
直
し

（
条
例
の
制
定
及
び
見
直
し
）

第
六
○
条
市
長
は
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
場
合
は
、
住
民
投
票
に
付

鏑第第
模共’'１９の五へなこス五へま体ｊｉｌｉｌ付き五へ
の迦な連ノＬ国市と、八他せwii：間、七国第
諸す［1リ携条際政に施条のん住の関国条及五
問る際、関連よ設地･比改係及ぴ章
題ｈｌｊｉｉｌｉＦ父ｉｌｊ係営Ｉ）のilT方と棒のび市県
へｉｌｊ動流は￣を、相は公連に確県は等国

111選お象i,'鰍莉,,｡茜Illil艸奎塞完凛
組へ文協外なサ用の体力た図以礎政及
をの援ノノのけ１，地等し収ら下的府び
行1lxををｌＬＩれビ共方と

M、ＭＭ芝Ｍ１;騨臘
う組行推治ばス、公の

のびこす、

と平とろ研ま':裸体一驚liI'弓とあ体し和にと先せを題等
ま、よと機ん図へと強に，,i，いる等
す入りも関。，）の連化行等い市と
｡樅・に、、広携をうに手軒墨
、イ１１，「lｊ効城し｜ｘＩと対・優府
環ノＫＩＩ；氏采’'1りてらとし￣先関
境JHI1lfiiiIi「的対、なもてとの係
等解に動か応行けに、の原
ののよ’J１つ等政れ、IliII適則
地推る体効をサばｌｌＵ度切に
球進公等率行１な係、な基
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熊本ＴＩ７Ｅ|治基本条例（案 こついて

↑
Ⅱ

Ⅲ
貝

ｌ
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
第
五
六
条

（
自
治
推
進
委
員
会
の
規
定
）
の
規
定
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
し
ま
す
。

２
都
巾
内
分
権
の
第
五
五
条
三
項
及
び
何
条
四
項
の
規
定
は
、
規
則
で

す
も
の
と
し
ま
す
。

２
前
項
の
住
民
投
票
は
、
投
票
率
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
開
票
し
、

そ
の
過
半
数
の
投
票
で
決
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
、
別
に
巾
腫
が
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

３
市
長
は
、
こ
の
条
例
を
全
部
改
血
又
は
全
部
廃
止
す
る
場
合
に
は
、

本
条
例
苑
五
六
条
に
規
定
す
る
自
給
推
進
委
貝
会
に
諮
る
と
と
も
に
、

住
民
投
票
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

４
市
及
は
、
こ
の
条
例
を
一
部
改
正
又
は
一
部
廃
止
す
る
場
合
で
、
そ

れ
が
自
治
の
基
本
理
念
及
び
日
治
運
営
の
恭
本
原
則
の
趣
旨
に
反
す
る

場
合
に
は
、
本
条
例
第
五
六
条
に
規
定
す
る
自
治
推
進
委
員
会
に
諮
る

と
と
も
に
、
住
民
投
票
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数
の
賛
成
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
市
及
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
Ⅱ
か
ら
一
一
一
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と

に
、
こ
の
条
例
を
見
直
し
、
必
要
な
描
般
を
識
じ
る
も
の
と
し
ま
す
。

６
巾
腫
は
、
前
｝
一
一
乃
至
五
噸
に
つ
い
て
は
、
広
く
住
比
の
意
見
を
聴
く

た
め
に
必
要
な
措
般
を
識
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

熊
本
市
は
、
清
ら
か
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
熊
本
城
に
代
表
さ
れ
る
歴

史
的
遺
産
や
様
々
な
文
化
が
息
づ
く
、
快
適
な
都
市
機
能
と
豊
か
な
自
然

が
調
和
し
て
い
る
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
多
く
の
人
々
の
英
知
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
り
成

長
し
て
き
た
こ
の
ま
ち
を
、
日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
個
人
の
尊

閾
、
Ⅱ
ｕ
囿
熊
本
市
日
治
雄
本
条
例
素
案

（
平
成
一
一
一
年
六
月
一
一
一
一
Ⅱ
付
行
政
案
）

Ｈ
次

前
文

飾
一
章
総
則
（
第
一
条
ｌ
弟
川
条
）

第
三
章
巾
比
、
市
議
会
及
び
巾
の
執
行
機
関
等
の
役
割
（
節
五
条
’

第
Ｅ
条
）

第
三
章
市
政
の
原
則
及
び
制
度
（
第
一
二
条
’
第
二
四
条
）

第
四
章
情
報
共
有
及
び
参
画
・
協
働
（
第
一
一
五
条
’
第
一
一
二
条
）

第
五
章
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
第
一
一
一
二
条
・
第
一
一
一
三
条
）

第
六
章
住
民
投
票
（
第
一
一
一
四
条
・
第
一
一
一
五
条
）

第
七
章
脚
、
他
の
地
力
公
共
川
体
群
と
の
連
携
（
第
一
二
六
条
）

節
八
章
ｎ
治
推
進
委
貝
会
、
般
岡
規
範
性
及
び
条
例
の
兇
面
し
（
鋪

三
七
条
’
第
三
九
条
）

Ⅱ

定
め
る
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

！
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第
一
章
総
則

（
目
的
）

鏑
一
条
こ
の
条
例
は
、
本
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
の
役
割
並
び

に
自
治
を
推
進
す
る
た
め
の
原
則
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
憲

法
に
規
定
す
る
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
自
治
を
推
進
し
、
も
っ
て

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

重
及
び
法
の
下
の
平
等
の
も
と
、
希
望
と
誇
り
を
も
っ
て
心
豊
か
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
へ
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任

が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
多
様
化
す
る
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
は
、
市
民
が
自
治
の
主

体
と
し
て
そ
の
役
割
を
自
覚
し
、
情
報
の
共
有
を
前
提
に
し
て
、
積
極
的

に
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関

と
協
働
し
て
、
自
主
的
、
自
立
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
公
共
の
福
祉
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
信
託
に
基
づ
く
市
政
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
方
自
治
の
本
旨
を
実
現
し
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
熊
本
市

を
み
ん
な
で
築
い
て
い
く
た
め
に
、
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関

等
が
共
有
す
る
本
市
の
自
治
の
岐
高
規
範
と
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

（
定
義
）

第
二
条
こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

①
住
民
本
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を
い
い
ま
す
。

②
市
民
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

ア
住
民

イ
本
市
の
区
域
内
に
通
勤
し
、
又
は
通
学
す
る
者

ウ
本
市
の
区
域
内
で
事
業
を
営
み
、
又
は
活
動
す
る
個
人
及
び
法

人
及
び
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
事
業
者
、
地
域
団
体
、
市
民
活

動
団
体
等
」
と
い
い
ま
す
。
）

③
市
の
執
行
機
関
等
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

人
事
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
、
公
営
企
業
管
理
者
及
び
消
防
長
を
い
い
ま
す
。

⑨
参
画
施
策
の
立
案
か
ら
実
施
及
び
評
価
ま
で
の
過
程
に
主
体
的

に
参
加
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑤
協
働
同
じ
月
的
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な
立
場
に
立
ち
、

役
割
と
責
任
を
担
い
、
協
力
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑥
市
政
市
の
執
行
機
関
及
び
市
議
会
が
行
う
す
べ
て
の
活
動
を
い

い
ま
す
。

、
自
治
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
意
思
で
責
任
を
持
ち
治

め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑧
ま
ち
づ
く
り
自
ら
が
生
活
し
、
又
は
活
動
し
て
い
る
地
域
を
は

じ
め
と
し
て
、
熊
本
市
を
魅
力
的
で
よ
り
快
適
に
し
て
い
く
活
動
を

(熊本法学117号'09）１２２
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い
い
ま
す
。

⑨
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
又
は
共
通
の
関
心
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
た
、

身
近
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
活
動
す
る
多
様
な
組
織
及
び
集
団

を
い
い
ま
す
。

（
自
治
の
基
本
理
念
）

第
三
条
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
住
民
自
治
及
び
団
体
自
治
を
確
立
し

て
い
く
た
め
の
基
本
理
念
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
ま
す
。

⑪
市
民
の
福
祉
の
増
進

②
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
意
思
を
適
切
に
反
映
し
た
信
託
に
基
づ
く

市
政

③
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
尊
重

③
情
報
共
有
、
信
頼
及
び
協
働
に
よ
る
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑤
市
民
の
自
発
的
、
積
極
的
な
参
画
に
よ
る
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

⑥
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

の
国
及
び
県
と
の
対
等
な
関
係
の
も
と
で
の
自
立
し
た
市
政
の
推
進

（
自
治
運
営
の
基
本
原
則
）

第
四
条
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本

原
則
に
よ
り
自
治
運
営
を
行
い
ま
す
。

①
情
報
共
有
の
原
則
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有

②
参
画
の
原
則

と
○

す
る
こ
と
。

参
画
に
よ
り
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ

第
二
章
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
の
役
割

（
市
民
の
権
利
）

第
五
条
市
民
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
に
定
め
る
権
利
に
有
す
る
と

と
も
に
、
自
治
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
権
利
を

有
し
ま
す
。
た
だ
し
、
法
令
上
保
有
で
き
な
い
も
の
を
除
き
ま
す
。

⑩
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
に
対
し
て
、
情
報
を
求
め
る
権
利

②
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
意
見
を
表
明
し
、
又
は
提
案
す

る
権
利

（
市
民
の
責
務
）

第
六
条
市
民
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
に
定
め
る
義
務
を
有
す
る
と

と
も
に
、
自
治
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を

果
た
し
ま
す
。

⑪
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
へ
積
極
的
に
参
画
し
、
又
は
自
ら
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
ま
す
。

②
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
の
発
言
と

行
動
に
責
任
を
持
ち
ま
す
。

２
事
業
者
、
地
域
団
体
、
市
民
活
動
団
体
等
は
、
そ
の
事
業
又
は
活
動

が
社
会
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

と
の
調
和
に
努
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
市
議
会
の
役
割
）

③
協
働
の
原
則
協
働
に
よ
り
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
。
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第
七
条
市
議
会
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
そ

の
他
の
法
令
に
定
め
る
権
限
を
有
し
、
次
に
掲
げ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

仙
市
の
執
行
機
関
等
が
行
う
市
政
を
監
視
し
、
公
平
及
び
公
正
で
透

明
性
の
高
い
市
政
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

②
広
範
な
市
民
の
意
見
の
聴
取
及
び
集
約
に
努
め
ま
す
。

③
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
市
議
会
縦
貝
の
貨
務
）

第
八
条
市
議
会
議
員
は
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を
担
い
ま
す
。

①
市
民
の
信
頼
に
応
え
、
誠
実
に
職
務
を
行
い
ま
す
。

②
政
策
の
提
案
及
び
立
法
に
関
す
る
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

（
巾
長
の
責
務
）

第
九
条
市
長
は
、
住
民
の
信
託
を
一
受
け
た
市
の
代
表
と
し
て
、
市
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
そ
の
他
の
法
令
に
定
め
る
権

限
を
行
使
し
、
総
合
的
に
市
政
を
行
い
ま
す
。

（
巾
の
執
行
機
関
等
の
役
割
）

第
一
○
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
次
に
掲
げ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

⑩
公
平
、
公
肚
か
つ
誠
実
に
、
透
明
性
の
高
い
巾
政
を
行
い
ま
す
。

②
市
民
の
意
向
及
び
地
域
の
実
情
を
的
硴
に
把
握
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
上
き
せ
市
民
の
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

（
市
の
職
員
の
責
務
）

第
一
一
条
市
の
職
員
は
、
巾
の
執
行
機
関
等
の
補
助
機
関
と
し
て
そ
の

役
割
を
担
い
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
日
已
研
さ
ん
に
努
め
る
と
と
も

に
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
市
民
の
視
点
に
立
っ
て
職
務
を
行
い
ま
す
。

第
三
章
市
政
の
原
則
及
び
制
度

（
市
政
の
基
本
原
則
）

第
一
二
条
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
原
則

に
基
づ
き
市
政
を
行
い
ま
す
。

①
自
治
の
基
本
理
念
及
び
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
基
づ
い
た
市
政

を
行
う
こ
と
。

②
健
全
な
財
政
の
も
と
で
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
巾
政
を
行
う
と

と
も
に
、
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
妓
少
の
経
我
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
。

③
市
民
に
対
し
て
の
説
明
責
任
を
来
た
す
こ
と
。

（
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
巾
政
）

第
一
三
条
巾
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
基

本
構
想
並
び
に
そ
の
実
現
の
た
め
の
恭
本
計
画
及
び
実
施
計
画
を
ま
と

め
た
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
参

画
の
手
続
を
踏
ま
え
、
市
民
の
意
見
を
適
切
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

３
市
の
執
行
機
関
等
は
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
参
画
の
手
続
を
踏
ま
え
、
行
政
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
総
合

計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

（
効
率
的
で
効
采
的
な
市
政
）

第
一
四
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
を
行
う
た

め
、
不
断
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
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２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
行
財
政
改
革
の
進
行
管
理
を
適
切
に
行
い
、

市
民
に
公
表
し
ま
す
。

３
市
の
執
行
機
関
等
は
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

資
料
を
作
成
し
、
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

（
組
織
体
制
）

第
一
五
条
市
に
執
行
機
関
等
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
多
様
化

す
る
市
政
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
効
率
的
で
機
能
的
な
組

織
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

（
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
）

第
一
六
条
巾
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
の
要
望
及
び
多
様
化
す
る
市
政

の
課
題
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
間
の
連
携
を
図
り
、

総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

（
人
事
体
制
）

第
一
七
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
適
切
な
人
事
評
価
及
び
人
事
配
置
を

行
い
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
政
の
課
題
に
的
碓
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
知
識
と
能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

（
公
益
通
報
制
度
）

第
一
八
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
公
続
通
報
（
市
政
の
適
正
な
運
営
を

確
保
す
る
た
め
に
、
違
法
な
行
為
等
に
つ
い
て
市
の
職
員
等
か
ら
行
わ

れ
る
通
報
を
い
い
ま
す
。
）
を
受
け
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
通
報
者
が
通
報
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
な
い

よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

（
審
議
会
等
）

第
一
九
条
市
は
、
法
令
に
基
づ
き
設
置
す
る
附
属
機
関
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
審
議
会
等
を
設
置
し
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
審
議
会
等
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
識
見
を
有

す
る
者
を
選
任
す
る
ほ
か
、
公
募
等
に
よ
り
市
民
の
幅
広
い
層
か
ら
必

要
な
人
材
を
選
任
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
行
政
手
続
）

第
二
○
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
適
切
に
行
政
手
続
を
行
い
、
市
政
に

お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
権
利
と
利
益

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

（
意
見
等
の
取
扱
い
）

第
二
一
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
の
市
政
に
関
す
る
意
見
、
提
案
、

相
談
、
要
望
及
び
苦
情
に
対
し
、
迅
速
か
つ
誠
実
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
前
項
の
対
応
の
経
過
、
結
果
等
に
つ
い
て
、

記
録
を
行
い
、
公
開
し
ま
す
。

（
説
明
責
任
）

第
二
二
条
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
は
、
施
策
の
立
案
、
実
施
及

び
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
施
策
に
関
す
る
情
報
を
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

（
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）

鋪
二
三
条
巾
は
、
公
平
か
つ
中
立
的
な
立
場
で
市
の
執
行
機
関
等
が
行

う
市
政
に
関
す
る
市
民
の
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
別

に
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
設
置
し
ま
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第
四
章
情
報
共
有
及
び
参
画
・
協
働

（
情
報
共
有
の
原
則
）

第
二
五
条
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
が

市
民
と
の
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
を
市
民
に
開
示
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
か
つ
迅
速
な
提
供
に
努
め
ま
す
。

２
市
民
は
、
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
努
め
ま
す
。

３
市
の
執
行
機
関
等
は
、
情
報
提
供
に
関
す
る
仕
組
み
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

（
個
人
情
報
保
護
）

第
二
六
条
市
の
執
行
機
関
等
及
び
市
議
会
は
、
市
民
の
基
本
的
人
権
の

擁
護
及
び
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
の
た
め
、
個
人
情
報
を
適
正
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
、
情
報
提
供
等
に
関
し
適
切
な
保
護
措

置
を
講
じ
ま
す
。

（
参
画
の
原
則
）

第
二
七
条
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
参
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

す
。（
危
機
管
理
）

第
二
四
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協

力
及
び
相
互
支
援
の
も
と
、
災
害
等
か
ら
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

２
参
画
に
よ
る
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
は
、
男
女
が
共
同
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

（
青
少
年
・
子
ど
も
の
参
画
）

第
二
八
条
青
少
年
・
子
ど
も
（
未
成
年
の
市
民
を
い
い
ま
す
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権
利
を
有
し
ま
す
。

２
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
青
少
年
・
子
ど
も
が
参

画
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
協
働
の
原
則
）

第
二
九
条
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
目
的
と
情
報
を

共
有
し
、
相
互
の
理
解
と
信
頼
の
も
と
に
、
協
働
に
よ
る
市
政
・
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
は
協
働
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
市
民
参
画
・
協
働
の
た
め
の
仕
組
み
）

第
三
○
条
市
の
執
行
機
関
等
は
、
重
要
な
施
策
の
立
案
、
実
施
及
び
評

価
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
市
民
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
整
備
し
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
応
じ
て
効
果
的
な
市
民

参
画
の
手
法
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
、
実
施
し
ま
す
。

３
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
参
画
に
よ
り
表
明
さ
れ
た
意
見
や
示
さ

れ
た
提
案
を
総
合
的
に
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
市
民
に
公
表
す
る
と
と

も
に
、
適
切
に
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

４
市
の
執
行
機
関
等
は
、
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
備
し
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第
五
章
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
）

第
一
一
三
条
市
民
は
、
市
民
相
互
の
協
働
に
よ
り
、
身
近
な
課
題
を
解
決

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
社
会
を
多
様
に
支
え
合
う
自
主
的
で
自
立

的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

２
市
民
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
思
い

や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
自
ら
の
役
割

を
自
覚
し
、
互
い
を
十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

３
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

（
市
民
公
益
活
動
）

第
三
一
一
一
条
市
民
は
、
前
条
に
規
定
す
る
活
動
の
ほ
か
、
公
共
の
利
益
や

社
会
貢
献
を
目
的
と
し
て
自
主
的
に
活
動
す
る
市
民
活
動
（
以
下
「
市

民
公
益
活
動
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
を
守

り
育
て
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

２
市
の
執
行
機
関
等
は
、
市
民
公
益
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

ま
す
。

（
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
）

第
三
一
条
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
別
に
条
例
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

第
六
章
住
民
投
票

（
住
民
投
票
）

第
三
四
条
市
長
は
、
市
政
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
思

を
把
握
す
る
た
め
、
そ
の
事
項
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
条
例
に
よ
り
、
住

民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
市
長
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
ま
す
。

（
住
民
投
票
の
請
求
及
び
発
議
）

第
三
五
条
本
市
に
お
い
て
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
法
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
総
数
の
五
○
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ
て
、

そ
の
代
表
者
か
ら
、
住
民
投
票
を
規
定
し
た
条
例
の
制
定
を
市
長
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
市
議
会
議
員
は
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
員
定
数
の
一

二
分
の
一
以
上
の
者
の
賛
成
を
得
て
、
住
民
投
票
を
規
定
し
た
条
例
を

市
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
で
住
民
投
票
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
市
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
住
民
投
票
を
規
定
し
た
条
例
を
市
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
で
、
住
民
投
票
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
七
章
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携

第
三
六
条
市
は
、
国
及
び
県
と
共
通
す
る
課
題
の
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ら
と
対
等
な
関
係
の
も
と
で
相
互
に
協
力
し
連
携
に
努
め

ま
す
。

２
市
は
広
域
的
な
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
近
隣
の
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
、
地
域
全
体
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

３
市
は
、
地
球
環
境
の
保
全
等
共
通
す
る
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
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（
条
例
の
見
直
し
）

第
三
九
条
市
長
は
、

第
三
八
条
他
の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
、
解
釈
及
び
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
鋼
項
を
最
大
限
尊
重
し
、
整
合
性
を
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。
各
種
計
測
の
策
定
、
見
直
し
及
び
述
川
に
お
い
て
も

国
内
及
び
国
外
の
都
市
等
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

第
八
章
自
治
推
進
委
員
会
、
最
高
規
範
性
及
び
条
例
の
見
直
し

（
自
治
推
進
委
員
会
）

館
三
七
条
市
及
の
附
属
機
関
と
し
て
熊
本
巾
、
拾
推
進
委
員
会
（
以
下

「
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
。
）
を
設
置
し
ま
す
。

２
委
員
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
基
づ
き
、
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
関

２
市
民
、
市
議
会
及
び
市
の
執
行
機
関
等
は
、
こ
の
条
例
を
尊
重
し
、

本
市
の
、
治
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

５
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
ま
す
。

４
委
員
会
は
、
自
治
に
識
几
を
有
す
る
希
及
び
巾
比
に
よ
っ
て
構
成
ざ

３
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
自
治
運
営
の
基
本
原

則
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

こ
と
と
し
ま
す
。

同
様
と
し
ま
す
。

必
要
な
事
項
は
、

（
鹸
高
規
範
性
）

れ
ま
す
。

す
る
重
要
事
項
を
癖
議
し
ま
す
。

る
も
の
と
し
ま
す
。

こ
の
条
例
の
施
行
後
、
四
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

附
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
一
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

と
に
こ
の
条
例
を
見
直
し
、
適
切
な
措
置
を
識
ず
る
こ
と
と
し
ま
す
。

２
市
長
は
、
こ
の
条
例
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
参
画
の
手
続

を
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。
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